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1 B 1 AP DC-7 ロロ木）レム油出ぅ去による属分離

"大浮理 日下篠辻脊雄〇暮升菜博肱）’l 直史
灯疇勾胴這4た与手
神戸和環研 今井佐金吾

m ；似綱恥ょが｀犬知輝粒手のような囀叫肛印tfにより紅射1峰
析すクtき、試料l今ま札ク、 M(). 、 K 、 Mtt．改ち、よび‘Br 紅‘の元集より生成す b
放射能が比絞的弗大なため、目的核移：の利だが妨考さ A、分析か‘‘千可能 I::. tJゐi易
令蒻い。このような湯合に 1 i` i公料t今絹液、 HAP処理、イオン交梗分狐、
また 1む紺紐よ分誡な‘t"の化啓分雛法が適用こり。本知は、生体滋斗(N
BS榜痒試料0vehardLeaves およひ"Bovi ne Li ver) わ‘よび大気炉豹狂粒令t分析試
釦 L 、原が吸光分析放において遷秒金属元素の前濠備操仕利用さ 4し応口
か、 A PD c (A~on itJ.m ryrvol i d irte-dtth i oco.Y-ba.m叶e) i知レート試菫L し1.用いゐ
抽砥によバ磯虹枝討した。この方族の違）刊により、 1 時間胚射該料につ
さ約 3.Jl寺閉内に属分嶺釘‘｀き、 2弘、叱、ぬBrなど‘<7)杖i塔なく、 Cu, Ga 、 Zn 、 5b i、よ
び泊逗逹l渡ぷ‘‘きf::.。i t::.この方法を、 5時間毬紺約件にも道用した。
輝；生体試料（各0．明）もすび‘大気浮邁粒手（約 I O'ltlf）も、 口萬1二しみ込まセt::.
棺が出 L 'lもに、I< U 尺 rn-3 (2ふ和< lO13 悦而／'.sec.)で 1 時間中性建射する。
旺射佼直らに試浙t祖條、とtもに、吃留フクスコに移し虹韻知加えて加熱分解す
ふ碍配使、 7 ラスコ中へl<B噴戒54(BrIOmg)と加え武酸紺幻‘格生す
りで加熱遣Iり。今角和奇の留出分I~ 5バaOH 寿加：：吸収さ也る。大凡浮泌粒
四、上記か鐸和幻使、 9金虻に移し印1 2m』を加え加熱 L てケイ蔽冷屯除よ
する。令分孵夜に以酢酸アン毛.::-ウム弗戒5叫かよび‘晶OH を加えてpH 3.0|二
謡節 L 、 ば APO し涛療ぷ必ぶ、よび叫d3 10mlt加え 5介間ぶ） 1 1t:'、 CH 凶ぅ
層；分取 L 、水層 lにさらに AP O し 1 'l'l'I訪よび cH cQ3 IOm紅‘デ先浄し， C出島層 lょ
翫屑 I冷西る。応疇ふ叫叫り粛下してp雌0 'lし、前記這楳に、
AP II c.—叫改3 によ磯紅行なう。えら Ar.:..cH·a清 1iいは＇‘札 o.SM の区伐
ら、よ幻叫げ｀むpH 3 たよが叩） 0、IM 叫OA遣綴麟5叫百充浄したの
ち、水産□｀、あ瞑譴l さ也、祁03 て鳴葺し、木゜リエチレン瓶に移す。以上のよ
うにしエん以fン、哨虫分、叫璃武今、y町抽臥幻‘□'、水息の条々t、 24c..し
知L))検燐(f1WHM3．叫マぶ /.332 M e., V) 麟 l024 チャい Iレ麟婢炉
用いt r応ゞクトロメトリーする。 KU R.水圧輸送培（ 8｀ 15XIO13 、n炉／seC,)に
よiJ 5 匈輝射叫話（項庫虚：：J恥ヽた試料とf碍汲如 l 「：：もの）につい℃ 1 よ、
照、射心聾 8 お‘V‘1)司楳 Iこん碍分離し＂泉スベ 1 卜 P メトリーした。
締足； 〇叫1 0.. r& Le.a.ves 該浙 I:. ついtんられたん贔v <J) r 繕奴ぺ 7 卜 lV も団 1 I) 
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~f)[Z 元す。哨鯰t-=- g2.B-rかよ幻牧が定惰的に検出され、た。 CHばぅ屑へが始
吹の輝l埠極めて少なく、pH 3抽戯令より｀エ、知、 b`` 、 1国tょ

”‘、iたpH 竹拍出令より、
｀バ知入された。ー＂れ号
叫｀如り炉K か‘｀朽在
し、呵ぶ叫、E"'など｀の刻定、も
＂する。このような翡冷、
“'=H改と加え 2NHa性
とし1. HAP T'Jl-現すること
により、 N心よが‘K が｀除去C‘
さるのて• I呵ふおよび‘I恥恥<J)

迅迄如舟J危が可能と⑬。 1
紺庫射~I乙よJえらいた足
量紺呆も表 1 1-:.. 、 5時間黙射去
l ：：：よ）校．瓜ミれ「塙釦及2
にそれそサ‘漆 L r::. 。

図1. r 線スペ 7 卜 Iレ
(Onh_o.f'! Leo.~es 0.251 鳩靡、肘
l姻敬籠は r緑．エf-l内—; keV) 
l) 冷卸 l ね珈，測足 躇
2) 冷秤 235分，測定 33分
3))令却句合，測兒げ‘
4) 冷却 31蹄，測定⑪

1 .B寺間抵身紘の定量低(ppm, 1--.~浮逼粒 ¼1~ つヽヽては呼／泥）
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一
表 1
展 留広分 pH 3 抽出分 pH7捕出介 水層 I
根挽 39戌 町2.Br 叶。 b吃n r22Sb '12q-o. 叫1n '“La JS如Eu. l

OrJardLeaves 708 b. 5 90、 5 23 1.35 o.o8b 17.0 0．誌 0.0101 
BovineLiver 1334 7,5 171 121 q. 2. 0.3叫1-砿一，
大約浮這粒ふ b5 15、 l '7 2、3 145 3.50 0.53 4b.5 

表2 5時醐射法の検出杭踵
| 属 |pH3 袖出分 lpH喰紐 I 水 渇 I 
|0Ych叫 L€avesl 吋Fe bーCo I,5En R8Aぃ唸b ；叫1n 匹Sc4"I'sげCr 咬b 方Se140La233pa|
i Bovi ne. L i v€r i祈辰．究o 咤o 吃n 110ポg R8Aul 叫n i47Sc SICr 咬戸Se 23うPa l 

i紅埓叫琵i 51Fe58Co‘むf,5l.ば嗚＇叶sb'18A叶呪n 托Sc4'75c5ICr唸表記Cs心叫
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1 B 2 Mon.o (2 -etん〗f kexy[) phosfんon'c ac id 匹る
St (JI.)の抽広およに TBP の反協l司効果

原研 0倉‘且区月券— ・天野忠

目的：画処理底夜中の 90Sr の分離回収に有困とさ紅いる Di. (2-ethy[hex外
) phosphoric a.Cid (以下 DEHPA と略可）による Sr(Jr)の袖出遥程を検詞中
に， この系に対 L 反協町尼 l哨と示す ~ono(2-etり£んe~外） phosphoric a.cid ( 
以下 MEHPA と略す）ヵ＼‘,それ自考 Sr(I) の抽出争Jとしても有用である拳と
見fil L た。そ 2 t"1 その油共拳勅と検討するとともに， MEHPA による Sr (10 
の油出率と I旬J:. 3 亡る目的t"TBP, TOPO 等の中性リン酸化合物 E呆に添加
L てその効果と詞べ‘丘。
実験方法： DEHPA1迂米国 Union Co.rb:de 社製試薬t, ME  HP A 1,1東束

化成 K· k· 製試薬とをれと＇れ請製 L/ 滴定法によっ7...純度ヵ\'9 9 ％以J::. 1" ある拳
を嘩認したもの E 用いに。他の試蓑は全て拭薬峙級ま E は 1司租当品E 用い匡。
Sr (I[)トレーサia J R 応 2 あるいはJ RR-3 （中性 3線束～ 3 X 1013 'l1/cm2• sec) 
む 2 8 8 時向照射、：： Sr CO表碩酸ェ暮解，煮発乾固俊幻：：溶解 L に 85Sr ぅ昏液

.‘裕•·

も用いた。抽出哭鹸は全て）＼‘`？チ法によ？た。放射記則恙さ， 3,, x 3''NQI (T.e.) 
検土器を有する TMC社製 25 6 fャンネ訪皮品介苅唇t、 85Sr の r線． E 測定し
て行なった。
締呆と考寮 ：硝酸ま F iお国石酸ー Na.OH 水溶滋し力どらの Sr(n) 佃.:b- 1二ついてJ

抽土者1 として DEHPA と MEHPA ic.l:t.軟検討しに結果， DEH  PA Id°比較的
中性領成(p H 5 以j:_)から Sr (n) を袖出するの r：：対し，tv1 I= H P A id p H 1 勺
勾施浚 m 酸泣賤城t`f田土するユと力＼‘ゎヵ)7 た。 2 ff)結果ic1, 再処理庵液0 ような
酸泣藩液から Sr(I)E 掴出可る場合に， D E. HPA t"lct NQOH 写 E 溶液、に加えて

中知し，締果的i二溶液中の塩麗度屯贔（するのi::.対し， MEHPA "L｀しcl t. (f) I必要
訳｀ない事を示している。令匹について見るなら， DEHPA 糸にTBP を加え
るとえの協l司効泉 1：：ょ 0MEHPA 系よりも高い分配比PW尋られた。そこて｀·
St (Ir) -ME H PA 抽出糸［：： TBP あるいiま TOPO t:加えてその添加効果を調
べ‘瓦恥：： TBP 屯加えていくと Fig. 1 1：：示ずよう V-::.i由出率ict5威少し．硝酸港凍
恥＂ 1ご TB P 0 濃皮ヵ\‘o. 2 モ IU 乙｀今配比ししま 2 サタ以J:.も低くなっに。cJ·Rｷ Ferrｭ

aro ら l ei", TB pと M l=. HPA の向：：水素緒合のぷうな桓互 1印用力ゞあリ／そ h iz 
むこ餌H PA i：：よる 3価 4価金属の徊臣漬薯されると報告 L t h る。
Sr (I) ~ついても TB p I：：よフ乙徊出力＼祠えぅれた専から，上記相互作耳和3油出
される全属の種頚に、面配茶に反協 1司効果こ示すと考えられる。一対． TOPO f
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足に添加 l r-:.ところ介配比If)増尺訊‘認められf:.。
如=-MEHPA による Sr(1I) の抽出機社を調べ｀た。すなわち．キ由土反応がオ

ン交検反応にもとずくことを確ヵ＞める目的こ‘口令配比叩寸孜4直l:. 7\(_祖のp H と 0
l麟 E 社「ら得られに直線叩i負き I d° 2 と rJリ， この抽出反応 lコ Sr (1I) と田 2 個
の交換反応t"あること＃＼｀わ力＞フに。一般l: MEH P A は有機澤媒中 2" 牧4固ヵ＼朕、合
L 乙りる峯妍知られ Z いる。をの会合牧屯飢とおし1 7..抽疇彗 (Hパ）m と芸＜
。抽土ざれ戸 Sr(n::）訊＇似鯰tv\ EHPA と締合し 1 いると考える「Jう，屯りi紐
反応の一舟訊‘は次のように書く 2 と瓜｀広来る。

5r2十十会（H釘）'m ~ Sr (H2n~2 沿） + 2 H+ 

豆すると平衡足欧と令船系牧Iす

k = [Sr(H2n-2 沿）］。r， [H+ J:t
[S内］ at [(H2 y)』。:

kd = [Sr(H2n•2 右）］。哨
[ Sr 2ャ］qt

徒つて次式り＼‘1尋らホる
Uo~ Kd [H+J 2 ::::.蓋局（町）rn +C (C ：定数）

怜 Kd [H予とら (H2Y)-m 0)関係 1が頃き力、代／仇の直線と rd` る。希釈剖とし乙皿
塩化戻系，化ーヘキすン，ドデカンを用レ＼た時の両者の l知系を Fi,. 2 に示す。
結果でiJ直線の頌 3 1すいず｀れも 1 とな》， n ::: rm..すなわち Sr (I) へ n 配位敗ヵ＼｀
MEHPA り会合敬と等しいこと，喰言すれ）-;j'.令合 L てい ~MEHPAIか是の
咲筵のま＞ Srユ＊を取り込んz:.· 2個の出も枚点［だと寺えらホふこの結果I~.

3伍金属の抽出系t'報告されている緒呆ヒ同一である。以上 0 毒か 5 Sr(Il) の店

出反応 l °d Sr2.t + (H可）悧r= Sr(H加2Ym) + 2Ht 
妍涅当である。悧が直として 1す． 匹塩化炭条中乙:· b~ 7 , れーヘキサン甲て’` l4'I., 

15 妍報告ざれている。

Kd 

100.--....... 均． 1 E廿ec.t
fー TBP onS\"l.ヤ kd(H+J 210 

1 

0,1 

0.01 

0.oo1 

叫 extrac.t'.o n.り 10-2

MEH?A 

• tartariし ac.i d |'/ • dodecane 

x hitYic. acid /: • 1-hexane 

43 
10 

CCQ4 
0,05 o. 1 o.~ 1,0 
MEHPA[.M) 

0 o.os 0, 1 0, 15 0.20 
厨、 2 Strontium extraction by MEHPA 

TBP (MJ 
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1 B 3 三酸似二奏ダー伝ッしからグセレン硫超

謡ぅ昇犬埋、 0外杯武 舷が多雄 守原西豆
仁斧修

f 9 級ぉ活ひ冴 4 級畠分今量アミンと抽生存1/ /.::. I利いた三難化ヒ秦ターゲットか

らの放紺性セレン’の息と坦体湘は分離戎il) 1便討結果な報告する。 さら（ニセレンの青
緩ゎリウム 7)這液ヵ‘うの高グ手登ァミン栢棧相への装ぷ挙動と水湾液相における
セレンの：：／奇在氷態について筏討しだ。

裏方広
却幻桑足：トリー几ーオク-f- Iレアミン（下のA')，塩化トリーれーア lレキ lレナチ）レアンモ

ニウム＂ R,MeN兄広 (R = Cn H 2-n+1, n= \?'~/0) 。

項碍藩媒： 7 ロロホルム，四塩化；炭素，ベンゼン，共シレン‘。
セレンぁヽよひ＇、ヒ索の定愛沃：セレ )'lj:完Se (g.44, 46鰯）まだ 1戸迄 (7./ h. J 
釘威），ヒ素 1ょ 72A-s (26 凡 %"35"ke-V) :¥:たは巧As (f'O,:/. S-4 碩）り光嚢ピーク£刹
固して『スヘ° 7 トセメトリー法で＇走晏した。
棟生活： G-e(Lt)柘導伸検出悉 (15cc). gooチャンネル茨島分祈棺。
ターケ、ット試｀料溶疲パ同製：高免度三酸ィヒヒ蒙（舒， 79%) 玄点大液砕 F-M サイ

7 口 l、ロン（＝よr，f釦瞑射 (~50 Mev) 。 生成挟桂は主として芍4s(p15n)7羹，
および｀芦As(p戌Yl-)嘔て«あった。これうの放射ほセレンど含む三酸化ヒ素クー
ゲ‘ット（エ次（＝返べ‘るような 2過リ記如遺＼：：よリ 2 箱のターケ‘‘ットt麻液這袈したo
®隔ふ照紺布如芦雌ィヒヒ茫ターゲットf 6M HCLに凌絆し，セレン担｛本(SeO.2.

と L てtO霞g)を加えた虞 SOz かスを過L‘‘ て虐元祈出しだセレン 2雅々ぷぅ笈度の
K凶またしょ印喜甜し七もの区クーゲ‘ット試料波笈ことする。
＠碑叩巧'-ケ‘ヽァ 1` ぇその李ま袴々のぅ殷度g {<CN まだ（ぃ HC((2ぅ出解してクー
ゲ、フ直詞麟とすかこれらのターケ→ l、試＇叩評に含まれる放紐釦邊は主
として YI,72ふヵ，よび‘'II, 'lZAs であった。

拓少，名よ砂皇辱‘‘遺作： 所知畑 I た（ょ HCし濃農l度（こ嗣製したターケ‘‘，ァト
試秤応（O叫）灯謬のJ::化知這釦麟とらク疇←リパ‘，鋼洗浄簗が方
のり釦ら一定愛を翠！出 L ~の放紺銀と測定した o
綽果とその産察
戸乙①の方漆で＇謡製した°·伯 KCN ダーゲ‘ゥト拭料政中のセレン交 TAMA- クロロ

六 1しム系て、細生実験 2行なっだときク k沙—与(TAHA] ァ 0 ヽァ 1、~ R~.1 (Z 示す o

また丘}• (I虐じ勺ー＇ず‘7 卜試料慮こついて 1 喝化テトラ，，，！レ ‘I ーウムーク 0 ロホ
ルム夜によげしン約劣の左r必3 1’ 口、 1` ]--なも示す o ::;.れらの 7゜口、7 卜のIJJ貌
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は約 O. 'l2 て• I ごのことから届棧布 (2 却出
されだでレンの却歩籟項そ叫吼 R3MeN淀(Jr
および。 Ph砧st-妄 CN―に避定される。

•' でらに，同じ、＜①の方う名で仮っだターが 7
卜就料政 (0, 5""-o.o 1 M KCN) を斧, ()て TAHA­
クロロホルム (2•0 X /0-3日）免への地む突験

を行っ E 結果互表 1 に柔す。 こ：：：マ’', KCN 
潟叙ャのセレンは SeCN―およが SeO；一の化

1 , l , 1 , 柑窃汀又み之とゲ考えられるしJ これら二

log [L+X-J 
-3.o -2.5 -2.0 -l.5 -1.0 4t浸終のうぢ＄必N― lェ上速乙ょう l::TAMA-

ク〇口木）レム系により定薔的 (2 拍歩さがる
ニーとが•89] らかとな I) J,{也オ Seo}-- の化歩形の 表ー 1

セレン油浚からば叩A 克によるセレンのポタ生は [KCN)1直 抽虹奎
翌祀でさる伐度である乙とか合って（！るっ応 CM) (SeCN—) 

て，和虹知＄eCNーフラクシっン芝示し）非抽 (%) 

囮俊~ Se03―フラクシっンに加当する｛のと号 0．ぢ 74 

えられみ。表 1 によれ（お‘,7K柑中の KCN 素度か｀， 0. 2 万
滋少するにつれてセレン（ま＆姻ーの 1ヒ冷形で存 0.1 窃
在するゆ（合が｀噂和レ， 0.01M 以下の KCN r釦夜中 0.01 、>99
で（よ壬として Seor として篠在しンだ（：：示すよう

迂蒙 CAs03-) から抽出分離か5]9をで、ある二とが今った。

次（ニセレアの 0.01紅N ダーチ｀万卜試料液（のによる）から 0.02-0.002 M 
TAMAーベンゼン（m如鑓景， I? ロロホ Iレム）系（：：ょf/セレン (Se凶ー）（ふ＞99%,
コ景 (Aso;-) は～〇劣て、セレンとヒ登：定景的に合裔角することか‘｀ていきた。このよ
うにして浮ら水たセレンを含む角椛届からのセレンt1I lk相への滋堀涅沼試みた叩
60％以下 (1M HC104,)て‘、：：： (/)哭なあ［切差社がある。 表.-2

®の方法によフてf旱たダーゲット試科忍：：：ついて，ダナ’｀ッげ詞没 お釦率
0.051-1 TO叶iーキシレン系による堡坦偽イセレンの分離 HCL 潔度 Se As 

（：：ついて稼討し，表2 のような絡屎をえた。表2 に ( M) （名）
よるとセレン（翌）は 6~8MHCL ター伝ゥト試‘料液 /.0 2午匁
がら T-nOA ーキしレン茶に＇と憎叙：： （t::素と共に）井） 3.0 32 へ〇

出て心卿定されたヒ粛よこの有枝徊知 0-1M HCl て" 佑 0 62 29 

涜李すゐことによって＞99 ％の収量で‘7K相に回収陸： 5:0 94- 5/ 

恥舟だ。 l かし TnOAがぢら水相へふ差将池、：袴 6.0 約~ 吋
々就みたが‘‘7 し 1 つ‘、バ (HNOり Hao牛， NaOH+ 出02.) 8.o >99 ✓n 
だがた‘`o‘? 10 数％が釦豆奎しか＇f旱；；人なわ‘った。
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1 B 4 放射枇了｀ノ十モソの恭似杖徳とむ〉今離tその 2)

僻刃呵 0神原勘尚紅ll“ "譴＼ラエ福岡逢二

［エ） ：昨年につつ‘‘いて渥醸容表丘‘の放射性3 価ァンチ毛プ（心trn:））の自紐射
線酸化古·よりづ絹直瑾ァンチモソ CSb l-V-))の Cしう（こよろ蓋元と l：：沿逢拉 l笥
町して次のことが‘うにつ、ヽてよ）詳レく検計した。

~) BPHA(CHCL蕩夜）を叫＞る＊ Sb （証）と国 (V) との定そ約后袖久今語
b) *s印 lV) (HC讀液）のい鯰IC よ 3 国（1ll.ぅ遺製
C) 莉た豆敷度の Hしし素支中で‘の＊S以V) 心足性
cl) Sb l1r) ('f'Sb l~）で｀ラベ＼ lレ）の O、5~IMHCL 券浪を BPMA 疼淡~と 3、) r 叫—
st oi c.h i o'l'lte. t而した年）直出分離の検討
m ：放箔性アンナ毛ンはprocesseん U而t (J)に5sb あるヽ、）1 1唸b さ月 1ヽ尼
＂只 l"J井門！シン今レーショプ計数器 (Na.,l 旅出歴）這＼ヽ） BP li A 地這｝こ
ょ 3 'I-Sbぼ）とら国）と17\惰遠虹 T心Le 1 疇す。
直J ：以肛J 11) a..),~),し） I cl) につヽ、て検討した名g屎 ll 次のようて｝、ある 9

(),)国（両）と国 lv)いの BPHA 広用，、ラ呻出グ蘊
Ta,b Le 1 ℃‘示すよぅ磯炉‘‘.l\- Sb （証）と叩）との B PHA 口鱈釦貶
乞そ o tげ立、）がピ lしエア lレ (1F E)埠臼雄知比爺がと3
丁abしe み l:. ネすようしこ1, PHA 拉紅囀缶｀ぎ 3 そ＄采を反えること炉わか

る。手た BPH A 油i、分除のざ、、直庄戻癒
Table1: Separation Procedure 広／応が｀比較的遅ヽI f)で瓶羞菌爪 30 湘より

Sb solution_(_O.JmlL • }-1,''あ 3 と浪＜仄い終果~-~たえ乞しか
-- -

硲b(V)lmg+ Sb(lll)lmg.l,こ(/)担ム介合蒻印ぷ点薇壌度澤菜キ
in 6M HCl 

11-0. SMHCJ 10ml 

Shake with 0.0SMBPHA for 30sec. 

I 
竺g. Phase 
I 
5. 0 ml 

I 
Count 

Aq. Phase 
I 
5.0 ml 

| 
Count 

* 
Table 2: Separation of Sb (lll) and 

* Sb (V) ・by Extraction 
-r--
125 
Sb (lll 
(%) 

IPE Extrac. l 99. o 
BPHA ExtracL 99. 5 

99.7 

98.5 

f Prepared by HCl reduct ion 
什 Prepared by UV oxidation 
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｀して1.‘ろ＊おば）と喝(y)と豆這口虎登的炒箪£とし Z ぽすぐ‘水て、、

名。
b) 国（す）（四兄束）の肴，沸器元による国1ll)叶腹
勺 (IM HCし勢汲）と呟外線爺rしした 4 のを

ごぶダ｀と；心言9で古；誓ら：100[! 
勺こし 5 べ＇芦 li CL渫度ぉぷが｀痘渇硼）釘［ 80 
追戎に対す渇炉惰 I l：：示すとポ‘)で＇由 60

^ 力る。 :::: 
C) 和豆"(/}HCし落痰十て‘‘0)況ば）り危ご 40,_
謬皇

l芍Sb C:す）の (MHしし1 11'1 liC.L 、 II MMCl,涼炭てそ~ 20 
れぞれ着色武系ビ‘プ中 1::. た<.わんを淫で放置し，
釦A 祉尻該 1::. ょy l禿p (.J]J:)の I£咸亨と匁籠時 0 

閻との紐さしらべ｀た。紆知 Fg,2 に示すと 10 30. 60 

ぉ: 9 で‘,{HHル｀f 1." It s-日にわたって知ぴ｀み Time Of Boi,l_,i,:tg (min) 

5 い杯かつたが‘,9MHCl 中で）I唸b （皿）の生戎Fig .lPreparati on of 125sb(lll): 
菜I 6r :t r 応， II MH~＇丘 Iすク0吋幻‘あっ 100 

た。ま¢ 12「Sb の放射能澤見-i Io 1紐低くし F るの＾
l::. つヽヽて＼I佐叫濃見で｀芳千唸心）の旬成字巴 80
が大て｀｀あった.. µ'tsh げ）につ、ヽて；似たような 宮

緒泥t得•た分" I唸blす）とばい¢石差 lェ見~ ] 60 
1 れ万かった。}'I...l:.の名ば~か 5 吋b (T) り {l1 }fCl, 出

r-―、

知 HCL 、 II MI偉蓋如立そドわれ兄エレ＂新し：：：： 40 
日

戸澤滋宦プろヒ n cm澤簾化と笞'::.ょご
濱ぃ呵l用レぁぅ輝け漢に達つ弓と孝ぇ図の 20 

鴨 曇

x-6MHC1 
0ー9MHC1

0ーllMHCl

(1) 6M HCl 

(2) 9M HCl 

(3) llM 1-lCl 

；れた。

rL) BPHA 抽出浜によ 3S叫活恥 ch;ohetriしな

S比E) 直豆牡
9, H. Tei＾入ぢ、よ•U` B 、 c. 松（d.e卜に大つて
釦的の即葵涙からの釦砂，‘ch, (J伽み，'c.
仄 BPHA 虹紐の［這屎が｀禅伶 3 わたがノな
石そーれ h"紐紅長を力＜含をミと 2 見広し検討中で戸。

r • 

゜

未
(]) 

そ—
ー 2 3 
Time(day) 

4
 
5
 

] 2 5 F ig .2~S t ab i l ity o f .,~_~Sh(V) 
in HC1 
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1 B 5 Eu(JI) 1-::: ぷ 3 ?a の退し元

東北大合研 0 111 筋伊枷務 鈴木進

（目的）JK喀戒中にあヽ ltるミ? \'.Jせの P入と定邊的 l二が＇恥還元する方放t L て北
在京で｀ C心(1ll)の失存下でのみー出還元力＼汎ヽヽ 5 れ、 Pし（IV）の溶灸ル I蓉 l1- /0-2. M 桂度の
C心）の茨存下で瓦：： TTA キ紅瓜によ 1) 研究されてきた。 L か L 牧‘1 が前日の討論

応詣稿したようにら(JI) j本似l炉）麟虚lこ招薯 e h\. l柔‘すたの、 Cr-(J[)かたい｝恨

') p"'- (IV) の肴動と言瓢：傾拍す｝ ：と 1な困負であ｝。今国しょ還元う法として E阜）の

夫、存下でのみー H, 還元と試‘みたと：： 3 、 Cr (B.i T T A ！二松(1~) と央 lこ徊出さ収｝の
旦すし、丘（TI) Iま /M~10丸1 ギ呈戻の過埠索醸羞成1)\'.,（な T TA l二柏広されtいと\\

う利点があ 1) 、 Pi>.. OV) の恭表AL i学のみ斤究（二優れ、て、＼ } ：：：とか｀｀学）明したので、 これに

7 ヽヽて応すい遣泉も報告す｝。
（皮験叫A と含む過塩素醸悉戒 l二逸当濃足の丘（切溶愛を加乙、これと表杖か

H逗元忍邊し条) I吟間振とうし還元した後、甘汁坪 l：：よ｝共祀我 l：：よ？て R(IV) の

還冗率を求めた。未たい）の TT.A 柚拭（二つ＼）1. ll,.松 e4 価（こ還元した佼、適当

頑度の T ヤ A ーベ｀ン℃＇ンも還元唸（こ導入し、振とう商間およわ｀）K.溶釆中の品慎）の
濃度［：：よ 3 孜 (IV) <J)'今乱えの文，！t..t l g \’た。このこさ TT 、A —艮 (IV) ギレートのべ‘
ジ包•シ柏中にわ＼i 3 序定性€しらべ｀うため、約 3x //)--1 M(/) .1)/以碇醸喀痕口ふー

配にリ逗元 L 、 これを TTA ℃栢,b, l その咄奴ス＼° ^卜）レの虔化を訊 L t.。
儲果）氏碍在量と要！シさセたとをの紀ly)およびP“(V) り疇i二よ｝夫克季を目

1 に示す。伝の環度が｀約／9 -3M ；文J:.であれば｀ P久 e 定量的！：：： 4 .1西 1こ還、元す｝の［二十
介であうことと示していう。まち松 1、V) の宍光多か伝訊耀麿｀の増加ヒともに上鬼し
℃＼）｝妍、これな丘F5;. (:.ょぅ央充妍加わフた毛のと思われ 3 。振とう時蘭し乙よ§

麟）の Iか紀比の文杞 lか l』 2 し：：示すぷう'::.約夕今＆すぎうと一定値！こ逹した。従っ
ぃ人俊の T T へ拍抵虔験！よ/()／沢閉振とうと行なうことにし・た。求 l::. fa. (IV)efJ TT A 

拍微：こお（十る~ (IT) <!)影饗もし 5 ぺ‘たヮその稀足 l且 3 r：：柔すこう：こ2. X !D-3灯が 3

い！0-え M の丘葱度紀国で！ボ Ptt (I V) 叩今紅比は虔験禄差長囮内℃浚ルはみとめ§れ
な D＼ったっ手た EK([) の吸灰象名 430 れm 凡下にお））、目で見て戸颯己択足を鹿祀

ォ｝’:.. ！令 2 メJ o ―入門径度の虐度か‘皮：屏であうことか亨］が？だ。 TT A →騎）ギレ

ートのべ＇ンもン祖中し:.お’lヤぅ安定任としらべ｀ 3 ため、その吸収ス＼゜ ‘7 トルをと l)
（国牛） 試 (lV) あにび‘桟 (v) のそいそ仇〇蒋絡文にV ーり 1・＇あ｝名／？れ訊ぷ‘よ往＇ク砂〇冗厄

叩藷閉的文杞も計た。そぴ蛉足丁-r A とそしート！、又 I ）る松 (/V) (1)醜し速皮 li約

,I 忍勺卜てあった。

-86-



100 

^ 翠‘`— 
研
.BJ. 50 
"‘ 
封く

/ 
Ell 如e

• 58 0 0 0 0--- — 

100 

Pa(V) 
50 

Oｷ 
10-5 

因 1,

10-4 (Eu) M 10—3 

Eu 濃肛による松(IV) -J:iｷ l: v-•'?o-(V) の nfi午夫、沈．争 n 頭ィヒ』
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1 B 6 痘わり叶叶ム元舌し各』籾叶素孔易イオ改捩ノ浅

簾可 0偽沢和—1 古）1）埠ー， 夏日咋た

I. 繹玲
璃っ茂初翻‘応漆心在な祖フ゜Jレト＝クム元柔 1t,希土涅和e舌 Iてさわめて

紐人した化が済遷バ示し1.::. れうが今酋x 靱かしく、かっ恥疇ヽヽ）叫如‘‘あら
これ＃1....私知が、l ゲケ知， W ずれも， 9長素イオンもし< 9エケオシ 7 ン或4

カンと二水ぅげ冦't.."') }ti/漬疇加差要咋ぼす 3 イオベ暖,7 0 マトう
フィ 9`‘ あ 3 。すなわぢ 1 0. 1 M 埴滋．も含む IO M~~~ リケク A ぅ象来、あ 3 、 ,,1 2-t 
M チオシ？ン殺ァンモ:::. ?ム｝急液違祖夜しい診A オンカ護， r~; )v."1::.1 12.t 
ー 13. 3 m恥輝這ヽ9”もィオンを設う‘太く知うか Il る。
その 1さ、二れら元がい或菩ずるため 1::,., 1届化リケゥムある｀、追設鵡浪l:.

ア＇レつ一 Iレ這9りす 3 こしか中ゃみうれた。和7011.,ト :::,.9ウムぇき合這B え素tっ
碩係恥ヽ‘‘炉な）埓たす 3 ニ'r.,. 3‘‘兄出さ水たで国，平釘釦 3 土で碍）恥ヽ、
ふな．），刃句砂輝年化がへ•) tぎ r 祖妥になぅt=-。
ニのような尼住1)‘L ヽヽ与坪のイナンを検ク D マト 7へう 7 令急口あ‘＝なうに 1ちJ:.
のように令」訊枚サ『丈屯 L めるような滓急液這発も／必逸びあ 3 "/j‘う一方／溌
釦際のテーリンJ‘‘這し‘‘1 かっ洛浬螂荻tf恥れるようなイオン如細§届の
翌如‘‘、"t‘、あ 3 。和様告't...屯令知シ農虹を¢輝知した．狂 7゜ I'-' ト＝ゥり元
条項パam芦 I~含ま九渇遺む素と違イオン方険令芦 I→あ•Iする 1 条キ昼賓
町mtた比戟検討する。手f= J,,(オンを控ヵぅ々 917 ロマトJヽぅ 7 ィにお（↑る木
ーぅスカ柏峠這印とし乃寮する。

:n:.官鼓

イオ匁麟月首とし"1. Iよ，表に一兒 2 水るゞt s 通掌のオ和笠つクコがオと
C.K O'l I s k'弁 1 / ~,;心：： 1)0Wex ro っ各社．樹賭'(.. ?毛，: I ネ゜ーラ入宅島ィオ
ン交換加詣，ダイヤイオンC.PK O'lぷ•とぃ灯ヽイ本゜ーぅス翌打潤研昨 10 を使用した。
ヰぅ遣問しおらかし沼蕊習塩筍べ＋ヶ浅跨し）ぅ鬼函知遵L t式に‘袋、t‘`I ぬ
往 4mm のがラス rg l＝危ざ狂0 …m にたるよう 1虚連した。
杖料 l21丸プPDR-l ff tf)清燃料かう今禽した名上蒻 7 J Jジa ンt)用ヽl た。含
哨之水かl f---~加i迅夕をJ1: I Z.”'恥，研2.CいJそ-,'jOy I lr-f"E <-<.,＇唸.tA I I切p." f1 
5 ぶに＇呼Ce.· I 呼？ゾ 1、あ，た。づ水ぅのう昆含わり恐益餞囁 o. 1 rm1. l イオンセ換
が暉ヵラ＾い遺 l>90 土，配布i昔~.l:.. 1-:. 笠切…～．庖 1-:. のセて》寝咋が和程I.)I
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次ヽ，t｀、出さ和試璃濃堀魂 (ll,76 1"1)を束し 1 遠嗚した。 なお憶競 1よすべ｀1.宜汲(2.0 -
紐•C) であ‘;::.な')た。

皿． 絹果お：心秀密
条雑衡賭カラ1-\ Iふヽ）丸雑々知町 1‘‘)"§ したしをの甜i手も丁o..bI e 1 1: 臼 o
Table 1. Separation factor (,;I..) and numb.er o.f theoretic.al pl.ate (N') 

Run Ion-exchange resin Flow rate V(Am) v(Y) 心m N' 
(ml/hr) (ml) (nil) 

1 DOWEX 50 X-12, ~35 JJ. 0.76 7.0 19.3 2.7 36 
2 DOWEX 50 X-4, ~35 fl. 0.75 4.4 9.6 2.2 270 
3 DOWEX 50W X-8, 35-75 fl. 2.88 5.2 13.3 2.5 33 
4 DIAION SK#l, 75-100が 3.02 4.5 12.4 2.7 24 
5 " II 1. 24 4.9 13.3 2.7 32 
6 DIAION CK08, 22. 5/~ 0.48 5.2 13.1 2.5 690 
7 II " 

1. 25 4.5 12.4 2.7 310 
8 DIAION CHPKlO,* 26)A. 0.67 4.2 7.4 1.8 , DIAION CPK08,** 35 /A 0.76 5.3 12.5 2.4 890 
10 ’’ ’’ 2.60 5.0 12.6 2.5 290 
11 II 75-100I ,u 1.26 5.1 12.8 2.5 llO 
12 ’’ " 2.94 5.1 12.9 2.5 60 

*) High-porous-type resin **) Porous-type resin 

細虹ろヽょ疇枷饂羞r;r:_tへ＂知疇バ‘I -#胡い紐祖の叩違な 3 喝合
直勺ら伯輝かがゞ‘／ケ紅知菟千玲‘＄が＇麟暉はす‘ぅヒ大 2 、‘°
また 1)司雌心呻l:...., 、ヽてみぷ't, J—組）乞釦か訊か~'. 1' っ如紐雌
疇l 厄次ざ｀l 輝輝滋噂ぅれた。今窓五 Iこおよぼ‘這か加果 1;. I 心／
砂2. 'lYl i'Y\以下で毛跨著ヽ＂あり，衰ヽヽ令寃t1尋る l.:.I$ 0.1 遠／c企・ m迅町 1‘‘
”する＝ヒが｀溶去し、）。
虹ぽ迫豆っケ、ク即いも／釦睛這の毛の這り似丸かなリ久ぎな
命鉛炉得ることが｀て‘§た力‘へ，知炉紐吋碑艇認ぃ哨す 3 ギーぅ心ぁ
シヽヽは l ヽ 4 ギーラス型イオン如狂噴臼，同差が‘グ｀ク蜘這ヽヽたt易含
にくうベサ殿吋邊れた＇ゲ祖f呈浪が得ぅれた。但し，、 A ギーラ入型相湘1," Iよ／ぅ忠
翫— 7 ばをわめ 1 輝：：なか，名峠｝忍九 (PVB 10え） I:;. もか，わらず、＇げ餡、予、
知”‘と、 1 滋‘ー｀クす;,~しか也ぁs'水た。一が炉—ぅ心祠1."'1t 1 ·令畜1ゑ故
尋千もなく／とく 1='.! 渇為じ° -7,.1度に台就 l2 f遁I..サ紅す由が‘‘／缶）
毛の＂｀‘たt易合）こくうべ｀渭 L く茄‘,flレ1 終幻吟釦如弟直知ぁった。
以二q絲畏t毛'c. Iら f`A ヤイオンC.PKog) 35,U) ←噸 x 20 ¢～カラム

t泊ヽし 1, そ斤 IV トニウ，ム以索（加、区）I A ットyク ~I た 5 ぶ‘i::. 7 ン 1 I イド
(Eu-Ce) 蒻贔心炉t←前＝希t 11.'1遠砕jこよリ哨譴密り応心ラン 1
/ 4 ド;;叫痕/~v~ リ溶禽したか｀）がナケきれ．ヽ l iふ釦 3 ＝しが"1""j’た。
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1 B 7 若千 n無機イオン交埒体に対するズトロンチウA の吸着

（放詞） 0珂村正一）黒滝克己／紺田喫夫，竹下主
伊渾正噌。

噸，―-環競試料中のqosr さ定量しようとする日的て゜輩底丸イオン煉広
考楳柚出式キレート試菱ど｛吏l用する方戎tょど、種々の方玄が試みら爪ている。こ
疇ぷ環境試粁中の唸rl古比較的，低潔度ぞあるたの皮量に際 L ては唸疇
予の濃師続雙しな It爪（口‘t砂tより。このようt認ぅ野に使用することき最終目標、と
L て，ぅ寵告りは落叙中のヌトロンチウL-\の口反着捕繁，ご婚する新 L l I無祷イオン交
埓応が存在するか戸国を使って希干の金厩碩影盈に対するケ配此と調べた。そ
疇詞~/リン畷銅／ビロ1)ン酸こ‘‘ルコニウムに対する'3ssrのら配叱が高 1 こヒカ｛‘
知リ両危の吸葛挙鹿を評細Iこ様詞 L に。
実験

珪々の吸楊ィ本嘘輝： リン酸 1 末索，ピロリン酸，シュウ畷， 0 -午イ酸，
皿午ィ畷の 0. 2- M ナトリウ年蓉夜に l や）占ム！力（し：ウf-\ I ラ＇りレコニ 1 レ I '7ロ
ム 1 セリウム／アルミニウム，鉄／飼tょどの 0. 2. M胡醸溶夜ど I : I の卑I合：：：：力0
ぇ立遥 L 島淀殿が生じた喝合／水党 I I詞軒 L た。
輝旦ヒの創定： 咽着体、 o. I 牙に放射性枝種を含む落液（約 5万守m/初1!.) s 
叫まカロえ／一定栢向和）よビ‘たのち虚匹分離(5"000rrm J 2分向） L ..t澄夜の
叙射能を井戸型シンチレーション計教装置ぜ剌定し珈知よ！）分配比ざ幕出した
。はあ‘／改葛皐も同じ鱈緑方法をそて瞬出しに。

葬ー・ 果
（ 1) 穆心の吸管（本に対するis-sr臼鱈： 使用しt蓋翫履知 0. / t1 HN03 
ざあった。かしシウL-\ I パ｀リウムのシュウ畷虚拭酸塩に対するis-sr の筑麟
疇いのt'ばないかと予想した力しあま雇 C tよく／予叡恥ま諺課がえられ
に。 0-, 麗午イ醐塩ま様械的「訪疇が大き力‘ったが 1 '8'SSr1こ対する鑓厚l九
あま I) 摩tょヵ‘った，，リン醜 l 木素t長ばかししウム／銅王雇）て lよ改癌年が低ヵ‘
つに。 l) ン酸詞 l) ン酸力 Iしジウム 1 丈！とも｛二心麟中の分配とヒが加， 0./ 靡肖
酸中t‘1古））嘉銅の硫翼がリン綴ヵルシウムの分配叱よ l) 島ヵ‘った。芭ロリン
麟(f)/jj配虞ま—綬嘉＜ 1 話酸的しコニ Iしま加えて作った茄敗の行酋こししが最も
知った。一籟ぷ藩夜中の鑓醸が｀ 0./ M HN~ 中の分西び旦1)度）がつfミ，，瑣危
らが喫峡さ行なった民国肉ぜ／水案汲,o』/'1 HfJ03 中にあ叶る了SSr のら配比
がともに届かっtこの 1丸 l) ン酸銅｝に°ロリン面彼かしコニウムの 2 つt'あった。
(2) リン酸詞ピロリン酋匁ぅ八しコニウム誰l製甜の出脊原料の斎ヵOtヒ牢ど竺ぢ‘の
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囀率との麟； 荊記の禦患ま I) 直 l □2 ナト l) ウはまた rまビ゜0 !)直ナ
トリウムに対し」5肖酸銅あるいま庄徊応‘1Lコニ，しま/ : /の夢l合に切えて咋一「：：：
吸哲（本に対してt恥‘たものて‘ある。つ 1) て｀｀出奔切廂の素m四尋這程 I<_ 変文 r立咬着
体也1乍 1) I 巧ssr の吸痛率との I匂｛糸を調べた。その鈴段心表，こ示すように I I) ン

表出脊吋質の添fJo比率と'i15Srの口反着率 酸銅叩鯰／添加化平
リ ン酸銅 ヒ°ol) ン西綬功しコニウム 疋没えても未落汲て＇，ま

：：：恥0即平 a護年 (o/o) 疇疇囀率(o/o) 吸薦李す, iまと人ビ‘歿
孟霊嘉茫未溶吸 0.MH鴫桑蓑麟―水溶汲 0.IHHNO3 からは1J‘った， 0 ． I M 
/0 99 q3 /0. 0 0 硝郷中も虚畷詞，）
5 q q g7 5 0 0 ン酸未素又ナトリウム
3 9C/ C/'2 3 O O ざ I : 3 が割もざ加え
2- 99 92... 2.. 9'3 I て作った乖殿の吸易率
/ q9 q4- / 90 73 が初 o/o て、最も高ヵ＇っ
1/2.. Cf q 叶 t.:。ピロリ蓋幻Lコニウムのt易釘ま添ヵout卑ま笈
I/3 行 ↑ワ えると咽着草疇 L （襄わっに。塩化ジ ,L コニ (L を
, Is がf q 3 ヒ°01) ン酸ナトリウムの IO 1、音がら 3 倍迄に加えた
/ 0 9 q b 吸瘍ィ虐ま咋Srざぽヒんビ＇吸着 L tよがつ r.:: 。 2 ｛音加え

て作った吸着はサ未落’病中の名5Sr を吸菊 Lたが I o. I H H/1103 中の釦恕｀いま（まピん
諷着 L なかった。tI お等量加えて作った改着ィ本ぜは 0,/t1 Hf./03 I 未落汲中ぜ，ヒ
もに唸rさ吸着 L fこ。塩化シ'‘,L コ＝，しに汀しピ〇リン酸ナトリウ△を追ft'/に叩え
た組殿も作りうと試み藷蛉 L たが‘／菟寄度が高\_)ためか目的とする流澱はイT t,fltょ
カ‘った el9人上の検討の統泉から l) 」酸／水素 2ナトリウAある l I Iまヒ°ロリン酸ナ
トリウ'-4_ I濯 L石肖粒編ある~}／土堪化幻L コニ，しを 3 、• I あ砂 I ま（： （の割もに
加えて作った兼殷を｛吏つて；知汲破を行なった。
(3) ズトロンチが叫回却屋と岱:ssr の吸昏辛とのl筍係： リン酸銅訂吏可鵡
合 0.I MHNO3 が＇（出国体の唸r （こズトロンチウムを切え 10-3H/2. Sr 士t｀の
向かす／担iオを加えな u t易もの改魯率と笈わいながつ「こ。太窄設中かま 10芥1/£
Sr 去て＇‘,無担’恥怜r の吸蕎卑這と人ど｀度わら「よかった。
(4) 疇ァンモニゥ這衣の叢度とis-sr疇澱位との疇：訪酸アン毛二
炉宕成の黎度の高鎚如‘` j。牙知（と硝畷アンE 二 1戸兼度叫諏を 70CJ、ー／ト
すると！直綻上にのることがらかった。
(5) 訊Cci 1こすすする改蒼学社： リン醜靡こ汀す加鵠速度ま未、頃滸ぃ謁句ヵ‘
切早く碗認し｛恥った。 0,/M HNO立‘（ま吸着叫針に達するには［廂向を弦し
た。ビロ，）ン酸ジ｀ Iしコニウ凸て｀ぱ未溶汲 I 0./M HNQ3 t:...も吸着平衛に度す年 I士
［葬I旬 □ 季し r二っ
(6) 133Ba.. I 二 7すする吸着： 木落吸 O./ t1H鴫中て，、そポそ‘凩吸着ざ爪t.:。
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1 B 8 
麟‘吸鬼棧寸脂汀鵡材凶署莉燐刹囲（2）
汲炉頌釦吸州心‘J'f訂｀｀ずクヘ°D ンノの影翡
（深医が呼）

0 渡刹ー史 今井靖う 』む知訊
掻
麟｀p的観樺如釦認Xゆl広詠大網杖‘樟逹広もち．知L性ホ°リマーの

樹翡で．．孔径や内籾表面精む viみいろし笈文-臼<l)が作られている？ 外蜆は通
常qイオン交挟町い全く同じ球状で＇．取扱いが齋易である。 V\..f噴ゐイ介、／支
紅疇f心かが、噴機物に対して大きな吸雇熊をしめすことがら 生り碍、咽
機工望化学廃叙嗅r,:f.ービ＇の分野で＇、吸扉肴l として利用されてぃ砕
さきに、この吸長衝昨を波射化冴分杵に利用す令ためのオー歩しして｀オキジ／
忍在百囁疇孜恥填種碕着希厨フいて検討した。その鯰果、図位
夕r/ ＆，邸等ぱ，カキジン矯如7 ゐこと 1」 I) 、成着斧ず廣るしく｝いJるこ
とを見広した。®
紅駿叫．弓l 合釈澤緩デ｀ーグを集のるために、 7 へ°ロシ〇効果：つ U てしら

べ、オ共シンで得られた令，考泉と比穀した。
工且
対象ヒし麿躇虚校種ぱ． 13ク¢. 90人r1 9{ErI I処CeI IO図， 60&、げFeなビ＇で、

該涼緯沃位、知して．酢縁嘉韮釘卜＇）ウ A の培種ァH 済染這いた。こ 0他．
麟．湯水なビ‘も用いた。
紐疇即紅，伍¢吟必なくA1)ンりーズ｀のうち、表面積 300多勺．和訊

径 90A ゥ忍？ん ro メッ拓がつものを用いた。

吸府の出礎デ＇ークは バッチ法で糸‘めた。すなわち、放射性枝枠を加えた妨
俎？の街控試斜ぅお知． 0.:2わ樹蒻を畑えてふりまもる．一定時間俊tz噸非糾溌
紅の放詔紅測定し、ぱじげ〉に加えたう碁滋枝衝澤姦り比粒し1.吸分学御も
しいべた。同忍2 ． ハ°0`/7粒苓来を加えて周篠q戻駿屁｀こなし\ そ(J)船埓を
しらべ｀た。

陸王
得られ疇碍果の一急いとして． 60心の吸着挙會力を呆としのす。
¢OCo ／い〈A戸紅凋身，心 Ii'!-紅｀吸着 5 れないか‘1・オぎジ｀ノの場合と周
様l1. 7 ぺ P ｀心加えゐこと 1 こより 酋乍酸ァン知ウムぅ靡ぅ幻ふ‘［び海水乎がら．
比較的舷時間で＇ l否ゞ足量的I：：：吸靡され硯慕にダる。同稲噂紅叩心，
/06で(.,l., I屈Ce 等でも蒻、めりれた。また、法藪済索和がらば． 60ゆがクヘ°ロンを
炉之てもほとんど吸蒐されな V＼のに対し．げ Fe 土‘Jひ..唸ぽ．祖ぃ喰着和しめ
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すことが屯出 5 れた。なお．／3クCS 、 90s叫いわれ0 場合疇． 11:りんど成がれ
ない。 これらの放射性秋箱笏種刊届へ0 吸伶は．それぞれ 0 オそシン積退’/1\0 pン‘‘
埠辱知濯砕して VI るるのと．恩われる。

立疇晨f.釦蜘鱈叡｀幻疇麟の分野てロエ·'きる二と屯しの
していlg.ガぎジシ、 7 へ°ロン篤逍当牙哨康諏薬紅駐令わぜみこ'e l.:. Jり、そ
れぞ＇水疇特に特長的存吸羞が可霞：：：なると芳え｝れみ。
旺細炉”旦瞑虹輝すれば＇これいいげ｀、あ‘2 なってぎ

た一連0麻炉．すなわ囀麟匂疇塩も1 オ｀／謬麟釦 l覆註成させ
た．ヅ沖ゐ＂金属羞 1 ]ゾ交即瓢＂と闘篠 I2 ベッチ法ぁク\.A l;fカラ A 咳 1:::.
ょ砂和国耀0吸着ぉJぴ＇分馘にも利月でぎるオのど房之りれる。

Adsorption of 6ーCo on XAD-2 

100 

苓

5 
50 •を一 50 , 

苫

10 

0 :-I  

1 10 102 

agitation time (hr.) agitation time (hr. 

1N 
0 cｷH3COONH4 ゜

pH 7 } 
• sea water with ox. ine 

cupferron . 合］e: 言;NH4} with 
• 
pH 7 ] 
sea water without oxine 

Effect of C upferron Effect of Oxine 

類天‘

(J. Paleos : Joutnal of Colloid and Interface Sc i ence，辿 7 (1969) 
ぎ M.w.Scoggins and 」 .w.Mi ller : AnalyticaI Chem i st ry，生 1155 (1968) 
3 輯l一矢合戸猜f 1かも正史：沖 1 雑i祓和化営打滋玄(j1グ2)

( M. lzawa and K. Watari : Proc. 1st Int. Congr. Int. Radiat. Protection Assoc., _!_, 347(1968) 

K. Watari, K. lmai and M. lzawa :イ系領れ町疼上，？ （／？ケ／）
浪利吠；准ふ力学念誌公， 7／8CI ？クo)
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1 B 9 枝介裂生版吻中のクぃ寿命希土穀核種の介離

熊大工 0 ;K舌 1責美子， 大舌祁． 京大原子・げ 王•井児·ラ行，
阪大工 品 III 睦明

錯化刹を用いる沖絨電気泳勧戎｛こよれば｀．命土穀元索の迅速な相五今帷が可能

であり、 F.P．（該今製生成物）中の短弄命希土穏核種の検索に府用な方法と考え
られる。本研究（キ．錯化刷と（て後釆用いてJ (:./YTA (ニト 'I o トリ酢酸）の

代｀りに PTPA (プエチしントリアミンベンタ酢酸）を用いて． F． P．中の La, Ce, Pr 

の介雑を行な， r：：。 2 荏の希土穀ぇ長ー DTPA 錯ィ卒閑に見られる姿走庁定数の差嬰
lJ NT  A 金昔体に比べて大 3 〈， り‘フ生既食昔4本の庵荷が一 2 で•ある r:. め今錐効果ヵゞ

尺 3 い、't C7)「こめに従来rJ)方法と比較して介離［こ要する呼間が冠緬され、三4.,
吟 Ce 0 可能性を検訂するために府効であフた。

10-2 M 硝酸ウラニ Iレ溶液 0.1 戒をれ｝エチレンびんに封入し． K U R で 1 分閑，
中性子照射を行なフた。照的委の試‘街手に命土奏展元柔および Ba イオンを合い旦付羞
液（ふ 3 X. /D-4-M)  o.J ml..を加えて試群落茨と網製した。［おf倦、再復藩液／J． o.05

M H ば， o.o5 MM直混合落液& I司い， ( DTPA] = 5 X IO-3 M, pH = |.7 にりるよ）
に鋼整した。これは 4色の多くの F. P．がらの今離を方厖して選定したもので 命
土頼錯係 Iミフいて IJ, 1J'なり生灰"ff C7)低い領点に相当する，シ和恥知今離位置を
A>-se nttz.o-.IlL I こよる発色で確認して切り取り． CTe(Li)検広器を用いて［線スペクト
ロメト＇）を行なっ[:.。照身打令鬼’1 走 3 で• I ：要した時間 l手辰14 分l-·, Ce, Pr I iフ (I て

は NTA 落液を用い 3 喝合より． I，嗜程度拉店したことになる。

祠· l(I 臼↑が線スヘ° 7 I-，レの経吋笈化とネしたもl7)で・．照射後 3.7介，4. 3 今. I /?3 

知測定し Iこものてある。剌定初期の入へ° 7 卜 Iして示、すれる氾庵ビー 7, 3'17, 
匹0 ， 迂3, 71s, ?女 6 ke. V I ま．芋級期但利の感位［こ' t忍， 7'17 ke..11 /J-（ク今の

9歿ムに，手f:: ¢ク 3 keV iまf2 ．夕介の／~2 位にャれ名れ帰I為されるもfl)でみる．また．

照身直疇 E 経過すると， I奴La. (Er: ゆ，叩，皐／D/// I叫，／3 7t keV) iままfこ
存在するか＇． 9 ／//.3 位（子尺卸今崩喉して＇クう Ce (Ty2. : 33 丸戸：匹，叩， 3SI, (6 4, 722ke 
V) I ：変に（ている、、とがわがる。 こ、、て注目ずへ＼守こと［J.,測定籾紺1 のスペ 7 /-lレ
において． 半栽期 3 介の III-5[e の先囁t.. -7, 72 名／／幻keVか｀杓紅~することで•ある。

この'I/-5Ce の；fI-在が，位と Ce の不充全今離に起因するものとすれば，位¢Ce o tー -7, 

3/ I:, ke V が 7砕 keV と同程度の大 3 さで認められるばす:. (-ｷ ;f,る。従フて、、0\ I吟9Ce

（す函五から生手れf—、も0)と雌走、T れる。'“s-La 1: 相当する兄履t• -7 の確島：：―.そ

t1)作『ェ危が小 l丁し I f：：：め困難であ， K が', “以， 7of ke V 0\じ° - 7 が半叔開2l>秒経
度分矢豆弄命成今t合屯｀ ：とが判明した。
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1otit.... Fi~. 2 1-=-. 
屈ば 照、肘m.3今

] 3Ll ~ ] ：与;已: FIG,1 : : : mn n !:0::：展：

□□□：団6／/v:C/t.?
5.o mi n • に帰属され

g10] i``虞 II,-.. ご:
o る。 3{)2keV

`lll1]』晶，, I II ~ ~ぃ：言
玲n 半痰

0 100 200 300 400 期で崩壊 1
Channel number . る：とから

怜(1\ t0 - 7 と考乙るへ］で•あり， ＼丁J I：：艇（e のt0 - 7 と（て飯弓した外は誤り
で•あることか介力’? rこ。 こq 1厖勺 r卜の C0 -7 が土辰ず 5 現象 1ま．／姐Ce <?l存在と示 P灸

するものと見．われる， Fi 1.2 I：：示した 2 コのスヘ゜ 7 卜 lレ/JItt穀から，J. 70, J?J k謹

仇じ0- 7 が絃寿命枝痙/: Jるも外と堆走でれ． 廂媛阻緑＾硝祈から， い］れも、
半栽期『0 ～和秒加1 1色が得られた。
杵｛こフいて(t' ?で• I ミ 1食出 5 れている平痣U恥．3今＾匁3 p卜と；．賛の口 P1-以外｛：冠
弄命核種 Iキ見比'V れながっ(::.．
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1 B 10 二重棟織 CI,,_e,3年）リン 4ヒ合物鐙灼靭雙知卜滋対

ぽぷ原手炉） 0 北岡祥偏（恥o k h21. ven 叫1, Lab.) 
D、 Ch叩tmM, Rｷ Ayres, A、\1/olf, (!AniV. 叶 M訪．） 巳ぷcf. wen.

年 (3廂喝コ祭しての分”影絡窒)fa F-)Jy r-/んC と 3:Z.p 1）二蜜稼熾午いt化
麟賛入‘し｝和がぢへの廂壌練I之残丘れた耕啄；生成物屯吃の放射能と令がかリ
l".'. してラ少＇すが＇スク a てトク‘1 ラフIi一-r;‘'療仮ず 3 ず沙諄幻た。目的 1-::. 合教 l た

づ根蛾‘l諺嗚も含祓戸には特辣な宍験教紳fと恰祭ヵヽ沙要なため，今町"t1)
鯰的合成条件について検討したのて｀’その移果を根塚すg。
央象と依ぷ

疇祠種瑾芽よく利用ず 3 ため 121t似未 3 バリ知牧軒を与えつ反応
麟を見似すとも令に反応哨間”‘うの校討も Iゞ炉＇あがま ~I 同じ‘反応‘'も戻
旅条1年 l1 ぶ＇）収辛が｀晃な 3 ため最面牧争を与い反応条1和根康す}. Iゞ配I,あ 3
。さ? l之／牧々の目的汀か二重様歳I:'.'...合物は同一分手 l匁に吃ど后＇同睛遣鍬‘
されい）な 1tれ 1心‘なうず‘)学なる二室枡識化合物の合成と Ii}畏なる。 この勿手の
輝西め這1合屯条めるため 1.-:. ↓訊禾 3 ヵ＼ざ｀＇）比放射育C の、あぃ祗象を1災町 3
鐸心 3，秩喉ぅ伍‘1 バて＂の合以枝術繹す 3 。保便物咋や飩渚的招面が
りも I ｀炉昏t‘詔碍召I) えられ 3 輝虹畔 l な 1" しぷ＇ちうなヽヽ，ギ応輝旅
辮じ紺物1/J r噂m釦 11 認げなく｝ ／兌沸として砿恥 r グわ応 L --r,和Cl} か
豆忍て目的ヒ戸f- I) か--?Q ~”"レ水スフ 4 ンを合成する遥移環討した。
如グロじ゜ lレ 7‘‘1コ王ドが含成 1-: '7り這キし栢伶邊釦鴫素す“~I:'..合為l1)同

字―CH3CHiCOOHミ~~＼→ • 
l⑰ → C知H此00叩→、1、 C呼OH → ⑪叫COONa →CH3C巾COCI→叩伍OH

¥ (,H四—→ CH3l - C.屯叩一塁竺竺二ふ妍
CH西疇OOA， 冷 B呵叫r • 

応なが‘スクロ I NIW R 1 1 R 1 試反元素ljJ析にぷったo
ミのぷラ/'.:'.-- L c がれたか西 e,レイ＼口三ド‘と復ろ\t..のが') 2ャー反於かり

叫(.H直函→叫CH2- GH2.予→ [``p 
喝叫

I-') --n- 76) ~ビ lしホス 74 ンを孜覺よく生叔ガ 9 反応条僻も杓討しわ瓜 I冴‘‘れ
炉方遺知多人しい恥物噂党もあい立 1な，印試象パ疇疇応
あるため）ミの際に lな‘直用戯未ず‘4以バ満的に進ヽ＼毛 1レ比 1'喜佼をも与え踵爽荻
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和わ浪材し瓦灼綽果：1 か 7'P ヒ゜iレプ｀’0 三．卜‘‘~ PCl ぅの毛 IV比 1よか I て｀II
PCl3 にフ ll て l330 ~1ダの 1久奇が， 如じロビ Iレグ＇Q王ド‘|~'7 l l てit.20 ?Jのり文庄＇/ tｭ
り礼→゜ねピルがスフ A ンが特りい。なお‘ノ 四 C03 からの牧卑1な痰伶 lユ各った 9
ミり牲知吹年か戸ヶ月の＇ヤ直噂碍？て梱象虹燐厄ラジオカ'1 スクp -:z 
□‘1 ラフィー 1消試ずろ l這鱈な放信疇t巖釦汲物と与える二とば困難碍え
られ乞り l二／ポ入万遺以に給絡ア 1レ癸 Iレ爪ス 1ィン 1な縦収冥れヤすく
／莉喉碍？て日 3 関→釈4冥い臼いいたり他り＇）以謬笏すなわ
ち幻心 lりホスポ 2ゥ A 瑾につヽ I ても同じ｀ぷぅ招ごとを検討し E，ぅ幻いがしお
ょ式＇叶 lレトリ 7-,:. ユしレボスポクウム 127 U て次の湿雅と検討しだ。

｀ュ（：→詞()H →詞l 竺丸ャ皇中M朽芝中辟
叫lH4 HI ヽ［も1Z-r恥］ I `惰

Iり

叫ほ虚ら）ー→叫訊叩→心c吋ー→ CH喜001\j｀→鳴CliCH
ば刈 l 十日 心叫

ー→叫砿OH ―>C]I. ⑨炉ヤヱ中呵Br`Br
L7A) H午 HI 呵砕訊喝］ I ／ ,̀  
ミ礼り叶釦麟につヽl て／及譴ぺ栗の毛 Iレ比）反応蚤没反応崎問滓珠塔に

フヽ）て校祖 l た，反応］組⑥に 7 9l て 1因叫しが1が Pr しの毛tレ成が＇ I ::: 3 乃'60

り I炉c ク条件が辱災号豆巳幻己◎⑫の反応 lシフし 1 て 1本，極性堵煤かい

クし~ l'J-木ルヘ璃町るし x 、 1 之いか｀クった。また 1 本スホシウ A 知杓製口ば
ヱーチ 1しーア lしコーtし凜伶沙訳和1II よ＼＼パ＼り慇級 1 iレコ—,し'l令チりし含我名クくる

-:::..どが＇釦釦災痰1t1lかし~,1-; -直うかにコれ拒。心い紐貨t(て，ポス不疇ム
虚I“‘ スフィンぷ＇）取扱いが岸易ザぁうため 1 次化ア 1レ~/レ l、')フヱシル木スホ
;:::ウム虚ゑ吋滋激し／廂咳佐必般氾ラ 9ゞオカ‘＼スク P マトク＂ぅ乃ーず検iす戸
之~ 1-:: （ド。
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ペ｀／‘）こド） 1レと卜 1レエゾの競争的反躁トリ令ウ L1ィt
1 B 11 反恨におt Ii’寸へさ汁71レオロベ‘Jゼ｀ゾの影讐

夜大理、いl' 1 ｀ノトー了翁，合セ、／ 3- * 
0 滝口令樹•森 III 的町・鳥対脩

該反烏出（n J ol ）斗H Iことっ 1 生ず 3 頁踵卜＇）令｀うム 1こと 3 芳令様置換厄廊 1こ
恥 1 、トリ令ウ L、のI.ネ 1レギ＇一度代に伴う詈怜巨恥0)檄構の度ィヒ＼吋繋昧知I b ... 
t 0)研将報告例は＇1ltJく，ほと K ど森舟即灌徳と言えぶ．渚浩＄ Iぶ、ミの観点 b‘`
＄、べ‘‘.Jプニトリルと卜 1しエ‘ノの競紅祖跳卜 1) 今ウム11::反応しこ紅ぽす栽速餐‘\
としてのへ芍サ llしオロベ‘ノセソパ．？磨の怜甘を言A‘みた．
雫昌が行ま
ベ‘ノ｀｝｀・ニトリ 1レ、トルエ‘)、ヘキサフ 1し才 n べ‘Jビ‘j，良酸 II 千ウムそれぞれ

モ 1しttで I ~ ¥ : ¥oo.: 50 a;, J:''If I : I : 400 :ぷ00 を含も遺令物(l•K稔、それぞ胤
へぎサ 11レオ o べ`‘／ビ｀ジ 100 倍森， 400 倍ぶと峰す．）を元痣了｀）ア l しし＾、 163~io-4 
n，↑H讀訊戸 Iミm、した．：：：収 3 に TRIGA MARKI臣讀（立応麟）
1 5x |0%I心c が日□ 6麟畔l た．患り了後 L 了｀ノ了 1レを翻 l l. す
くに叩諄由が＼｀ヽ／プニ\-リ lレ、卜＼しエ ‘./9 0)等モ〖証鰭をぎャ 1) ヤーと＼て
加えた。この訂恥想邑籾 5 良夏）今勺した口過こにぷっ了怜Lit役、且烏痰b`
5 器常にとって卜 1レエ｀／、ベソプニトリ 1レt 1年｛、前危 Iさ過マ｀ノ甘‘J酸h') ウ L、
翫て、いl! 了 1 し h り h詠輝て＇平息舎酸とした。それぞ爪再詩品ミtt"精製し
疇に如紅·｀／今しージコゾ計取圭＼：ぶ 1) 前閑熊定操＼足して、沢香核励卜 1)
tウL.麟賃問しビ如：：料搭核内りも億薔の卜り今‘うム令和輝江めに、
立守影碑い江非訂耕記＼奇ーit訊 1"希緑し 1 t "け旺丁］モ了t
卜了二 1) ド｀， 2， 416- ¥-1) J\]E l'ニ 1)‘J，ぶ 5- ジニトロ閉麗令酸を詮喜＼t:_. ~ 
如汎汀渇雙食煎直汀I梵＼て初脳昨も拉定＼に．
待堤と府寮
ベツ｀）‘｀二日 1し芯: t-v‘'\- Iし1‘ノの各誘鼻体(/)tt杖柑糀た表＼ I 衷 2 に示 1.
表＼・ ヘキサブ 1しオ 0 べ‘‘ノゼ‘ノ 100 倍荼のべ‘‘/‘)｀｀ニ \-1) 1レ芯ぷ V'‘ 卜 lしェッI
輝酎恥畔直 （見•位杞I伍0A.)
誅導fぷ べ‘J‘J｀・ニト 1) 1レ ト lしエソ

守息香酸 2. b ~ X l o" 2.'1 I X I O'1 
紅祖（紅戸設WI) \.l~XIO 'T $. 6 ~ X I 06 
キーゴ·a モ 1 セ\- l'ニ＼）ド 8. o ~ x t 06 4. b 2 x l o{, 
'.l,4,G- 卜し）了 0 モl'ニ＇） `/ 4. 0'.2 >< I ob l. S fJ x I 04 
謬→)1::.\-o i息杏設 G. I O l¥ I Db 3、'1 3 x I O' 
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羨 2. へ共サ 1/闊 0 ぺ‘Jゼ ‘)400 倍茶のべ‘／ゾニトり 1凶心 U亀 ~IしI‘J
ー企怜＿割贔謬皿 （差位炉Iへoi.)
袴尊祁 べ‘/`)`、ニト') 1レ I- Iしエソ

豆香酸 3.4 q X lo" 2 、 6 2 X I O'l 
註苓酷直紅パ求足ffi) l 、 3 f'¥ x l O" 'l. 2 0 X I OE. 
戸直了セド了二‘)ド 1.0 3 x l O' 5、);;" i;-X I Ob 
2,4k~ リ丁 nt l'二 1)‘) 4. q 4 x ＼が 1. vo x 1 0‘ 

ば疇＼徳m⑰,ltwi紅 v贄恥り1.‘ノ今ンJt碍をた覧して求定した．
表し，2.ぶなげ謡忠均テ’'- 3 をぎとめるとへ \~11し T n べ｀／ビ｀ヽ）の覧ク噂 b下を認
さい．先ずやJ.. )..ニトし）ルと卜 1しエ｀／叶紺恥卜＇）今うム1砥に紅ぼ了
ヘキり l1しオ 0 べ`‘I t`’｀ノ咽渇ミ表 3 に示す．
表ふや／プニ日 1し的にザ｀卜＼し工｀／の沢替棧l月のド）令ウロt辻に
~ 茶ぶぼ｀す汗サ llしォ n やJヤ｀ン0)影息

Cふはし Cふ loo倍糸 Cふ400m、

PhC.比／瞑NI皐 1 5 LO l 釘IS i
咽替稜脳日ナウム令相に切とぽ＇すへやり］貼柱l べ’`Iゼツ碍思足恙4に京
す。

表4. ペップニトリ 1し恥に v• 卜 Iし工ツの野舎捨~O') t-I) 今勺ム介布に
--―苔ぶぽ＿一賃＿• 」し穴ロベソぜJ碍渇

Cふねし （ふ伽倍森 Cぷ400 悔孔o ; • n. ;：汀
--.---—• -|9  2 8 2 5 

喜3 : fi汀汀
t-2.  01  8 2 3 

直 L 2.叶 2 ?t—+t=¥00i とヽi.)
l.J..1:. 0)怠要ば．奪蒻比 L1 O)'\~叩 1し穴 0 べ‘Jゼ‘ノ（の影樽＼＾ぷって懇エネ

lしや凡ーに恥頃龍ド）今ワムり屯露 L 、市令桧詈操豆爬＼：：灼寸〗詈凍差の効果の
等与加罫 lE こtを示).
訳黛点ぢ稔果たも令粕せi~寮忘加え 3.

甘
杜
且
村

息
島
ト. 

` 叫
川
叫

森
森
五

``` n
~
u
ni
 

桑
｀
葉
｀
遂

い
い

2

黛怜即紅汎啓討稔忍(. \や？ o)
箋に同誼和t魯汀潟を (11?1)
滓し国m拉昏討叡、(t汀 Y2)
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1 B 12 35S 反翁原手：有磯妃合莉 L の反応

0 新：：犀和硲· 疱季（北里天序）

兄今解ぁ、" o·塾今廂等によ？てを泳ォる 2 釦うジ・1))いa c-H 結合に挿入巧る
サ＇し一C.緒合に l1 挿入 l P のとV)わ山(V)る。
名々 IJ祁戊（n,p)究S 反『心にま＇）乞放ぢる'35s d) ~蕊屎今のべ＇ン ‘l" 子ア｀）＂ールじ奸
研と~.J')ぉ; ()." 2 x チ Iレベ‘‘/‘)"ナア、）＂ー）レ（以下｝ cH3 と説可）への c-H お子()"
c-c.特合の挿入につ1/)て報告してをた． tの移愛 13 国祖t.· c-H n ・ IO'C-C邸合へ
ぅss 原｝か挿入する官1J合）3 lテ 11''1,:算し勺‘った。うた茄％氷落凌逗射時周t産
えた'c.屯●炒から:r s•H が宅坂Jる収辛と方杞，才忍めら小た o この:. tが 5
〉HIころ5S 9`"挿入する喘合に l'Jうぅ、1) Iレウ'·預l 与 l 7.りるこヒが認めら<K'k..
これらの特果子リ 35S 原ふ令＇•9 ン廿に挿入巧ぅ喝合とンCHぅ Iご挿入ぁ 3 喝合迂｀り
挿入の型式‘ず‘稟るものヒ思われる．
知 B．凶砂いいが3}、O> d) lA立の C-H 純合に予3 厄跳屎｝が挿入 l z. 
.h`W°が如凶西心 9`’' を沈ろぃ喝合と五叫加心p知バ＇浮沈る口渇釦祖直
につ v1 て袴急す l L VJ l:,'9"11 ~ JtにJうヒ 2 位ri C-li翁合と挿入ぅi割合の方 1'、約

I惰も挿入し昂く． うたるた矛に Ar を加える'c. K の江 I~ 更と大王<. l'a,. このさ
ぅに 3八；る紐厘} "t" C-H 結合ぶtひ，、 2 {豆の c-H 刹令へ碕入ある鳴合に\'J怠屎．狂

1'•あし）． 町い＞H 石・｝ u• 沢栴 l" も巧s (1)挿入にも何らウ‘(/)柑直があふ七＾ t 

忍b り（臼吋，B 叫砂砂 F.S.Ro心叫如叫述⇔紐、上b 蕊 'rr1)
今国 let環度効果万‘} O'.“"‘I 更くうぅ"1J Iレス1Jベ｀‘/う｀‘ヤーとしtー病イc登屎
g禾1Jo した篠専、についt報与;f).
（虔蕗氾） 召和:, 15回放術にい翁か釦印したtうと、~ 1> 1) 1 ーデ 7
:::-VI 7 e 用心ず多磁．精褪を攻哀 L たの乙'·概硲パ幻·
U) べ｀‘／ ‘I" 千アヽ／’｀一 lレ万9 でぴ 2 'I..子 1レペンヽl" 子 V‘J“ール E 頃函豹＆'l. ;,3.

0) un 科＇科ta t脱知瑚入可｝・
l3) 中牲｝翌町 20今間：叩 ID'%I虚•seC ． 叫0 時閣： 2 X ID虹／伍.rec.. 

由輝．精製法 ーンSH戸臼責言零滋
(A9:r.h-Sし）

王国一ー］
しこ祀ヒ同キ恥消憚）

中i宅ふ竺豹活祇＇料
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羞 I 瑾哀初見の岐登屯）
紐t届醗堰

2ci o 畑 20血

SO(o V5. m｢ 
5、R 5.2 4,2 3、7 2,6 

- 0,31 ー 1 - - I , 

“目佑叫吋心）
9該叫1四輝塩
20吻． l 20土

1,2. 1.0 

＇於鴻 1 、2 1,3 

砂嘔酸温

刃0枷 20 mint. 

ID 。 50fo 72(o 5Df. 2邪
0、6 0ふ 0 、5o,8 2、 I 0、6

10,q 0.2 Io 、5" ¥,q 0.7 I D 、3

］皿ぢ0凶水考液のスが落｀かむむ収年

o.s o,.5 

（町莱） U）固相 20今朋翌射の渇合砂枷砂＂戸3 へOJ 3S S の挿入0)割合 Iむ臼記3
でぁ Il 汀の方 7'•9 昂特合子リも挿入しや; VI 。こ,h_ I~ う5 S 原｝ザ＇戸I 特合へ

挿入巧；喝合．落如粍晃から据察．して杜m叫 r3 丙応＇か骰I~ L 'l.りるものと思わ
ゥ

直 39"' う?°'-0 Iレの塔 5 t詞べ＇ 3 でめの国したス 11 ベ｀‘/う＂ヤー勺｀＂r1- VI ためにす、ヽI ¥-
哀応に｝ぅ直持挿入の土と正磁！と示‘め｝こ't:. I1 c• で r3 9｀った。

0喝い碍｀ v.:つV)乙 11 応滉度tf)斎 u 方とっ V1 L のキ’'ータ勺、現諷ぅれてしJra 
¥ I d) t"喝月初現の＂の項邑囀釦·＇を Tいうか'’?l藩如·'の今｝のt c••Il 子イカ｀ら
収年尻があ~'c:う想 l V-が加ヘ祁％の清度簗渾℃｀日文そ T3 租｀直 13-厄り 1 うと
忍由礼る。 予た凶田ぅの晶炉挿入につ LI 7.. IJ濃度 1：：：を＇）宕ィC:. l 7. L J rd°り・
こ中に 1'} 要辺珈辰る 9つ知叫豆知 C`' 挿入牙）の C`'11n V1:. 'c. t元咽 l てし）と

O) スカベ｀ンラ’？ー効果 砂 1::. う~s 原らが挿入召｝渇合こ疏岳和思の暑渇'..,．合を
のう<li ~n C' 炉 H への挿入に I'd枷叫 T3 厄応か＇ X.1 <考 5 l てし 1 る］うと思われ
う。 現丘一酸杞危果等の？’ータ苓に子 ’l ホット万和 1こ子る神入互廊 11 。ぴ莉低
であるヒ揮象 ll VJ 3. 予た入鳴に布＄ず挿入巧る潟知 ll 叩如男、の＂月
滉ぅぃ•ヽ》曲への 35S の挿入 l'J直符箱入亙たv.:.手るものヒ思わ小る．

以にの結果を＇）たH 万tり・が峨への 3巧の挿入の元1a 全体約v.: Id ~H への搾入の方
9勺こ弓"'1J`・・ホット互応 1-:. fる 5瑶輝入の如a r曲の方サ‘大子ぃニヒ寸｀ヤ勺｀ Jた。

豆といが｀ 9 ()＂昼今縁 I::. 1- ? 1..虹坂み 3 21面のう:::,••力＇レサ C-H 討合 1-::: I'd禅入可
ぅず C-C 岳t合に 1a 挿入 I T1 VI 軍実と牙箔 L Ta V)。
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1 B 1.3 核分袈ヨードと幾化水桑とのホットアトム反応

寮大原弓炉 小林碩シr.
Ma叩：大和む営研 H.0、恥几Sふ l咄

繹言 検分裂の一次生戒物と二次生成物とでは生戒時の運動ェネ Iレギ'-ゃ化学

的状態が‘票なるのて‘‘, 4じ多的挙動にも差のあること松‘子差さいる。！） この点 1 ：：：誤］

してよリ詳蝉な知見包褪ること 1な 4じ孝反fi\:.'(J) I面から 1.1勿論，板北言多の租究手段囲
乾の面から七嗅昧がある。
攻U の枝分裂で生成される比較的暴い半威期のヨード (I- J34-, I-J3S-, I啜3
1 -/3/, 表 r 岱亜) (})主どして気相におりる染化＊系との及応i、生き各ョード‘{f)義

立収率との杞直くおいて検討したので報告する。

＂お＇よび、結界 釦互約 5 しm /J) M 核/<::.吃羞さ--tt.た認1にウラン（泣吐甘 90 佑農綺
応8) 'Fi疇望のアクJ Iレ楕塙□ l疇謬（叫 s~凡晶さ）、q兄）に紬め一気
圧下で炭化水名がズを免したや、， MaしflZ TRI 合A~ 苫炉 Iこで中性：3壁釦（中性否
束 lO 'I n/c,»1.2•Sec,• I 庶 l旬）を行なった。翌勾俊，洛器l=-6rro VOけ0)竜圧芯 3"'S分
Jlilかけ，；紐してし）るヨードの克駆件を含むエーロゾ｀ 1レを取怜ヽ l fご偽気 がス成分の
介析 3 行なった。介難手度 /cl次の三法によった・

a) 1 T 1J‘‘スの一絆儲磁）もラジオガ＇スクロマトグラフィーによ')”もした．
（カラム：シリコ.)..オイ 1レー I而寸火レンが， キャリヤーがス： He f四祉／初）

得られたクロマトゲラムの一例は旦 I に示す，令耀さJ,Lた各成分謬疇lこ卜ぅ

CH3I CH2=CHI C均＝ CH2 sys面］ □゜：口：：：！j，走：q{共アスし
C労51 ベストを直して知ダバ分

屯除 I) セイ多カラム 1己喜入

さ｝して U ゐ．従って気相

におけグ塩桟次＇釦鱈‘
成分の比も求められる。

h) 次いで＇）夙愛の力‘｀スを

元陸炭に吸着させ；全ヨ

ード｀須礎の言和料とした。

荘性忍て Id 枚今桜命がス
も同時に咽椿さ l,L らので

右局に示す操i乍によリヨ

ード＇の単離を行な？た。

ー 4゚ 
3

2

 

0

0

 

1

1
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Iodine 

I-134 

I-135 

I-lJJ 

I-131 

日~

表ー I I-I司｛ねィキバ生集と有桟収ー率

T 1/2 
Independent 
Yield (%) 

52 min 

6.75 h 

20. 3 h 

8.05 d 

2N KOH 20,.,,J. 
IN KI o叫

20が旬堂沸

<8  

47 

2.66 

0.14 

迎

Photo Peaks 
(MeV) 

0.85 

l. O 4, 1. 14, 1. 28 
1. 46, 1. 7 2, 1.80 

0.53 

0.36 

酸性lこした後、

No. NO遠添加

ろ選
so2 -7k.と 詔惟下で

Gaseous Org. 
Yield (ｾ) 

2.1 (1) 

4.2 (2) 

2.6 (1.2) 

2.8 (1.J) 

C.~41：：よ

口

詞＞ロ
提蓋 炊熱 冒□十ー一

げ象ぅ則史麒料

C) 最虞：：：洛巻 I：：残‘った力‘｀ス含 C名ぢらび｀ l ：：： 50::,.-フk.を念も分淡ロート中 l：：：唆引し

両芦の一抑芝 Y 雑測走しこ楳しt：：ク

介料唸， Nal クリスタ Iレを用し）て各様沿サパ輝l走も迪当な睛 I勾 1旬？贔て，．ュ追l筍
町テレた。賽 1 に示すヒ. - 7 に着且して，各ョード蒻1 （山体の先駆体かも合蛾した

｀差苫求切た。さらに中社3 束，試料量尋が補正き行なし））各底｀分の収年を取‘
めた・たとえば｀，（b) cl)実験噂られた全ヨート＂量に包） (C) て＇嘉あた有桟成釦坦
松成分rl)比り祈正芝行なえば｀気俸噌祓m成花収年が喝ら卜ゎ．（表 1) 奥絆与さい
るよう｝-::.,稗少収年の苺 I) I-935 は他のヨード‘l司iとf牢Jりも高し）科松収卑芝示し
ている。 吐fこ表-2,てば比＝しH2 に対すな峠果の一｛§りを蝸 Iゲる，

麦2

訊‘生成

如違

こ認こ体
CH2 -=CHI 

CH 3 CH 2 I 

I-134 

0. 28% (1) 

o. い（ 1 ． 5)

I-135 I-133 I-131 

0.8 2% (1) 0. 34% (l) 0. 18% (1) 

0.82 (1) 0. 70 (2.1) 0.34 (1.9) 

f -d→'で生成されるヨードが＇，不飽和般寄綽合に対し付加及知を行な‘ぅ蝸叩8
t)のに対し，一次ョードは霊染反応も同雑午で行なうことめ1’' 示唆されている．

文献‘H. o. 凶叫笥 N. H砂zel, Q-. H四四心，誓0み鱗，， l, I '72(!963)、
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1 B 14 

悪抵烏ィヒ物一彫氣＼＂ンゼン尭茨歪：：お 1ナ針妥挽烏兎- ~2 の
化掌的挙勤

態丈•エ 0 岸'"（袋 B見 熊南大四宮知郡

〔目的］ 晶埒＾’＇ンセ“ン；鯰芸において介ふ杖｀鳥薫繹併濤iついしズカ＾·｀ンジ←
c. l 追加す 3 らすみやかt'if鳥衷薔埒厄たが進行し）ホ・フl--后紀に子 3 生雰物
遠出匂固鹿 1-: 'ifみ→ D‘^,3 。 したがつて臣羽直門匂亜Y$- 11 しスカI\":.,.ジャー0)豆
衣 1こあたり）反応物質己客解しJ ：：い（ぢ吋 L てネ活姓て••玖 3 :. ℃が 9サ唇て＂み 3 。
ここで（ず百紐癌として阜化リン（m.)，匂t..f｀ーチモン(lII.)名ヽ cF u·•息素を甲ぃノ主こ
L て &'2M!3,-(I. T.）四r 戊変に ;3 后鈴廃4- °'I\ 口I\'•ヘーセ’ら ,,口？ルキ Iレパンピ
ンあ 5 0"7,しキ Iv ＾＂＞℃い＾ゾう名考托にお 1ナ l (t. t!f約挙節を追跡した。 こ小 5 0\るた、
奈,-:牙 3 の応今む勾D月＆二とにさりら趾序． 3 が裔涅ぁ•;J. (.>"{t弓石た晶跨 1-= あ•よ

11・バ直も掟灼した．
［窟縣J (_1) 械泰 競化リン(1II-1 奥fC アンチモン（J]t) I祝卑戎 Iこチ＇）合攻し謬製
した． I\· 口I\'・ンゼン (PhX: X= F~Ct, Br)) （＼口？ （レキ Iv/\'· ンピン (RPhX : R 
=Me.J X= a, Br) ぁ・ょぃ••マ lレキ 1い＾｀・シセ＂ン (PhR: R= H, Me., 2Me., 3Me, OMe) 
1計環J"IS 時続ヨた rJ: 1 紐品：循克 1こより預紫 L 訂吏用 L た。マパ色Jげ rJ:J
誌呼級品こ弓＾舌弓｛更酌 l た．

(2) 中牲J.照即慈中注其竪紅切<UR (7\気送管により 1.5 分または 2 令宕施
した。葱．中1全3 吏 lす 2.34x l013 n/cm2--s.ec. z.. ~った。
(3) &応条の飼製わ和＂化をが完 中I}生3 照加した鳥化吻を尻らがじダ輯製し
てあ＇いた組広＇の臣応所にす,~＂やく添加したa-, s 60-qo 分向碓所I二俄荏 L た（宦
温：的20°c)。g2m5r Cl) t豆要ののち， 臣応荼は既に祀店 L た掴出充 1：：ざり有瑶の

あ• ;(J唐頃名に令離 L, NaI(T() 花出思• E 用いて弓れ 7•9れの放釦象モ測定し定鷹

雌豆｀めた。為塊出哀｀物 I~ ガス'7 0 之卜 7' ラフ戎 (13e'叶one 34J 30危りD-160
°C) また口包将（ヒ合均クロ之トク＂ラ 7~1）（固定相： [ Ni (SCN)2 (4-Mepy)』鬼餓
剤： 4-M-e.pyぁ・Jい'•s c.w のエq J - Iし＊宕衆） により介雌 L 乞

[!:譲ぉょ u••汚窓J (1) アルキ 1しべ｀ンセ｀｀ン系 PBらを后翠滞tと窃 3 反応冤で. l'J 
これ（てご百スカバ＇ンジャー効果か＂アルキ 1 し A'っ＾／ビンまI\ロア IL--キ（しベンゼン系ぉ•

砂"/\ 0 I\"ンゼン委の（ I す＂れの后応系 l：：ぁ•(I ても観輯きされた。 これか 5 偽克 I ：： : 
り奄ェえ 1レギ＇ー反症·収駅(01hot)が得られた。2) SbBr3 灸 lこわ＇ 11 てI\ロケ｀ン令各（
B'('2, I2.) また 1す/Iロ T‘ ン南令ふ C lBr) を悉加するこ℃ 1：：より OYhotが｀f異られた。3)

これ 5 ＾結果モ Mohci n- Iyer 4) の毎果（SrBrgom的（ l ．T.)) ととを 1：：表 4 に示す。 SbBr3

~(:.m' げる食r for Me反応 1-.: 宕験揆差範囲（土 1% 以下）で認められT1"かった。こ
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のことは 0Y ヒ況甚扱（ぁ•ど U``E 応
サイト放）と＾間 1ゴ碑々係がみられ
るか＇．） これ 5 かね幸決定＾主毎因 3 で•

I太百いこヒと意味して 11 ~。屁R I：：お

表 1. ? I レキ l レヘ｀ンセ’｀ン系におけ:1i OYhoヤ

＼源p的 SbBr3 SrBr2a) 
PhR 

円H s.9 I(. 7 6.8 

PhMe 'i.3 15.4 10.1 

PhMe2 t O. 8 18,5 15.2 

PhMe3 14.6 22.8 

IT 3 ，反滓d) t槍加の（頃向は 1.Pの酒‘Jr＾繰
向ヒ対応 L て 1, 3 。このこと l"JなBr f“ 
H 反応が勘起中間鈴体のふう石非う毎佳

街突過理c笠由 L て 1, 3 ことを示凌 l

て l 1 3 。

(2) /¥ D へ．．·--ビ｀ン系 ／＼口I\ベンゼン

あ;(J.い II O アルキ 1しI\“ンピン条 1-::. お I'

ても OY ぉJu-oyhot t 1fと.., I旬に相

南を（茶がみられたがアルキ 1レバン包ーン

系とば要存 3 拒ば］f子数モ只たえた。 ニ

のこと l~ !t'恥for H過程Cf\,~わ‘に択Br for

x 溢茸が存在す 3 ため 1ご:F a 'c.,考え 5

れ 3..PhX (X = Br, Ct) 1：：わけ 3 鳥素
スカバンジャ喝紅虹回 1 にえ可。： ^ 
命合っ厄坪残 1-;:J: S註乃 Z•• 仄 3 。ぶ和Y

x 過病の収手茂を回ユと！ ? X 置狗甚
＾頓是｛名存性，念彦合エ_} Iしギー（衣荏性

つ::(I))、こ/tOH（ロ
ここ0 0.1 0.2 0 o. t o 、2

M'F Br2 

回1. SbBr3-PhX ~,-::ゎ•l·t!>息象スカ＾こえャ曲謙．

の I I .t°••いも梵められた。 Ph ,1, Br 0\屯広祗羅としてピリヤート百涅n含ぁ・,F (>"屁起
中闇餞f苓モ酪庄）可 3 抵樟石と«•か考え 5 わた。

PhB.-I こわ 1T a 高ェネ 1レギー豆逗応物の

収率 1す表 2,：：示すように臣即噴0)祖遣、I= e 
とすp （差要が奸られた。：：： ＾差鬼 Iが＂ンピ
ンに不・ワ 3 Phが3rlごお 11 2 も翻魚ざれた。
もしし 6 紐t "'I祝靭てえ 1レ千ーが叔苺決定＾
迂因 3 :··弓（ I とす小ば、恙ェJ、 1しギ．＿角
嘉0)病也速産病： b'• 巨た系の謀体に佑存 L ? II 

3 ::. ℃ ℃呆IJ切可吝 e のて··）ぅ如坦荏,-:万 IT~

豆疇ふのがtの歿結さモ示して 1, a 。

表 2. PhBr~にあ門ナ 3 生Q'窃令狂

社譴で王 Sb8r3 8rこ

Ph*Br 
a) 
12.q '3.'? l l.4 

PhBr-11Br 3.'I a) q.5 8.0 

OYho+ 9.2 26.3 23．ら

a)81B~(nr -t 1Tl2既溢諄 r-: ;r. a. ：のヒそ

P) 0'(hot= S.2 。

i) S.Siekiersk̂ ahd J. Naァ bu汁)"Proc.. Ant1I. C.h々m. 位,.,f.,., Vol. 11 B!),da.pe:st (1q66) p.42. 

2, ろ） I引回浜痴ft弔訂海全(/q'7b) 千葉，

4)M.Mo加n ohd R,M. [yer) Ra必i o如m. Ra.心i o心a l. Le.tt-e Ys, 呈， 1 (I和）．
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伺相系 1 臭牝エ的レ 1ておける vq因（竹，o')80m Br反応の
1 B 15 化労的効果

原北大．テ里 0伊環郡厳 , 塩JI I 羞 1喜

埜繹頃戸麟時·にお 1するエネルぎ｀ーを推定すゐ試冴 li (l)CheIn..icaL
Acee位わ九を用いるが去，（2) Re虚かo九 Sl,(.,rf0.,ce.を仮定して計算する方法) (3) 反
躁原苓によゐ一次生成物の一介手介解通忍:RRKM—説を用いて求めるガ怯の
這ポある。 (l)について l°i呪伊呼 1)らによる Cycwhexa.ne等の袈告力＼｀＇あ 1) J (2) I~ 

ば Polanyi 2)のI-リキウム 1くついての研究がある。 (3) I:: l1 Rootうによる'gF の報
緒 3),Roulan4 らによる T4), 3gCl,39Cl5匂板告）立川らの<t0Brの報告 b) 1J{あな
木研究では西r(n，↑）tonIBr 反た、によ I) 生じ＇る及配°唸r と臭化工＋ルの系 1<
おける反危を殆察 L ）更に (3)のか去によ I) 80"LBr の反応瑚のエ;f'レギ｀ーの担定を
誌ヵる。 反跳iomBr 11臭化工午）しにおける H との直捩反危で励起状態の I,2-
C丑Br-go唸Brを生じ，これli一介手分解 l吐 I) C西8om.Brへ分絣する勺‘街如：：よ
l) 歴励起をすみと恙文ら叫この際の励起／．2-C晶 80lllBrBr のエ紅レヤー）即ち

go吋Br ヒ H との置授の詩泉舟‘され r：：：エネルキ‘‘ーを推定した。
紐臭化戸）い這留により精製乾燥し，森加した酸素／硫化水素）見素 1ま市
賑品を乾燥しそのまi用いた。 中性手賂射 liJRR-2 原送、管で、 6 介から 20分問
行はい，も可に輝裸作ll従束の通 I) であゐ。 密封系でが油武嵌毛検酎 l r~ 
妍収率に要化のないことを認めた。 ヌJ,/-C2.出 Br21よを介なキャリヤーを加える

ことで袖集h＼可能であゐ
詩果ヒ恙寮 gonLBr ヒ臭化工十 IL の反応生成‘物は CH沿r, C2,出 Br, 競介子の
ら出 Br, CH;z,Brz, I 、 1-C辻14Br2, I、 2- C:z出 Brち位）も Br3 であ Il もの他 1 ：：：）司
疇来勺ぃ小さな収率の生成‘物が：：：：、三種認めらガした。 酸素をス灯ペンジャーと
するに酸素敦％以上で収率勾や一定とな I) 息化工わし糸で酸素をスカベンジャーと
して用いうること勾＼言忍わられた。 臭素も）司様 l勺孜％以J::. 7..：一定の収率を示す力＼‘
わ直は酸素スカペンジャーの約 V戎呈度であI)'酸素と臭·素で IJス灯ペンシャ一の能
ガ h\‘襄ることぶ認められる。 しかし応勺ヽら注目している C叶I3 Br ヒ旦素ヒ 1ょ定
量的に反をし位H氾rぅ叫ならす‘, C晶Brの収率を求めゐために酸素を幻灯ベン
ジャーとし 7)刊ぃ応 しがしtJがら前述の如く）酸素スカベンジャーでも収率が一
定とな l) 熱反祀l1 餘、灯‘れているものと鬼えられる。
酸素スカベ‘ンジャーを l0 グo 加乞た下で系の圧力を 0、 5 り‘ら 36cm iで変化させて
収卑の変化を校鉗した， • C出追r ヒ C2出 Br <i>収率ぱ圧力の増加に伴ばって煎
少したポ， CH追r ヒ 1 、 2-c出413r2 の収率 1よ肘加を示し, l、 1- C2出Br4I CH2Br2 
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は圧力に依らす｀‘ほぼ一定の収率を示した。 系の圧、力の瑶加に従加 9 収率If)域‘ly
する生八‘物は励起介手の介蛸生成物であし），収率の埓加すゐ生餃物は守定化生放｀
物であ/) I 圧力に依らす＂収率の一定な生成物は非弗 I:早い分解反応に依る生放物
であゐか又 1頂舷碕みを各ない生成物であ乃う。 本研呪で‘ばすでに HBr 11)脱離
反応による一分今分触過程の明ら切‘は 9、 2-c,.出B心と C2出Br の収率 1-:: つ 1`1 校
言寸した。 励起分手の存定化生成物である I、2-C2出 Br2 6)収率 lj圧力 o.~ cm.で約
3 ％である妍圧h l5cntで約／ 6 %と急叙l~埓加し‘そrJ) 1支はほぼ一定の収率ヒは
った。 一牙位H ぅ Br の収率 1よ圧力 0.5 cm であ＇）約 3 ％であ 1) l 圧力の増加ヒと
もに o. 1 ％まで収率の峨少ボ認められた。 この純祟 HB遭饂反応の榛1 こ
HiomBr ヒして失われる収率を楠正しても励翅分手の収幸，2, C2., H追ナ I 、2ー（乙卜l4Brみ
，詮圧ガの下で一定とならず 0.5 から 15cm iJ)範囲では裁少し別起介手択
闘Br し＊外に介解す碩諏知＼＾あるに丸えられ Tこ 硫如K素を添加し「：：系では
CH3/3r) C叫 Br o>収弄叫澤 lサ大きく )1 、2- C:2.出 Br2..の収率心J、さく，介解生
戒物の C晶Br の H 脱離i r< 1j l、 2-C叫Br2 の C-C 桂合切断の介浄反応、バぇ
”ゐ。 この C晶Br P人外へ介角すみ介角遥i[1] 不明であゐり~ I 全圧紅て'’助
む紅の収索勺Y--庭こであゐヒ仮定して計算を追祓？に
爺騎和介徘反応速度1 j RRKM式から直裕求め k値 7) を用いた。 I ネルギ
舟杓函教，［オで 1冴童々の系で用いられて、＼る括形とし，計算結県 1ょ虔線で実酸
緒果とともに図 l：：かしに 実験緒泉 1 ：：：最も良L...一致するエ和レギ｀ー分杓組文の
巖囲 11 2,7 がら 3,5ev てあゐ。 この複 ld 1 で 1 滋錯されてし＼?J H ヒい屋挟反
応にわける＇勺 F の 6,7€V より I i伯 I 直であゐ b\, 3陀し窃Z の 3eV ヒ I J/J＇算しい
工和レヤ‘ー範lfilて｀反氏す々：：t V'i認められに
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93Se, 珈Se 且； 838r 時のセ VY と 7、ロムの化普形について
l B 16 

（宮大脱各炉） 0 木曽義之•松下飼緯・高げ更弥・ 壬廿息沿

緒言 以前（デ l 1J lV 瞭カリウム（灼TeO凸亜"f 11/ ,v痰カリウム (bTeO；；）
吝帰 □m、"加して 131Te の 5 痘~麦 {Z ょ 9 生じ'';J 1 .3 1 丁の化営所多左証l へ＇名と窒 IO~ 

102ーの化愛形のもの力＼’60 へ 70尻生成するごとま戦寮したりそのとぎ 1 のオ旦孫才
加f1える z と 17 よ見 IO~ ro; の化 1ぎ蒻の成分 1-;r）召とんと｀’JOふ IOi i z 阪設すぅ．

1 fて） ラ，IJ)IJ OJ化営汀多の種類によっても 10 イ〖模形り移汀収辛汀 か苔りちが＇

フてくる．

訟v i es ら l 'J セレシ酸と亜セレ｝闊塩注中l江各照 9ずしてサ戒すgi Brの化泡湯苫

国へ’＇名繹屎）ターゲットの化漱形/,Z和形§く］ 拐05 の牧争は約 40芦であると報告

してい 3 ． ＝の Z と冴 131Te /JJら壌麦 h よ 7 て注翫｀する I a;イも磨形がグ＿ゲ｀ット
り乾賤の方が｀いによグ］がある、桔足と夏百多ごと 1-zぢ多、 し危妍＇？て：：：の靡因

玄あぎ 5 かにす多·怜め 1-z)照柏試秤平 1て令まれる Se と拐の各1違種匂f誂愛菟

”残 l-zょ）無す且体か囃し'Z. f3r0iと軒の収咋亥謹へ‘’危
虎 玲 照的叩秤としてセレシ両麦カリウムと亜セレシ酸力Jウムぷ＇よ孔｀＇臭棗酸

ナト 9 ウ/4. C 庫扮〇幻庄用い径、約 /O勺の試‘料左 2, 3 x fo%1/c仇?. S の＃，t全ぅ京
オもっ水圧筐達陪も• 5咤肉昭柑後約 IO-2M 0) ;'慮舷 /z 謡竪したもの左泳勤の拭
町麟とし危分離方法としては 炉紙c::原洋；戸紙 N 。 )50 .J表苓 40c叫中 lC割）

左あらがじめ支将篭餅貿癖痘 C H c.e o千と Na0 サ Z` rH 細墾し危 -p H 応刊 12
範囮の N這04-蒐液万 o.1.) /'Z 

｀秒後／余分ク虔す「要解蒐涼淀
庄拾 ll 佐． 戸の試‘評苫げ、祇 1, 鳩

点、後ノ 甕研鷹 12 セットしてノ磐位
汀c "fOOOv/30 c初乙ゞ 5ク mi軌

した． 泳動枝庁絨ふ乾燎してオー

トラシ｀、オグ｀ラムまと功 Seo:-J

Seo 卓―I Br-I Br03ーの坤祝介翁眈
態名湖・らへ"-fz． 涼抑帝OJ Brと 5e t!J
核種の同庶およ松＇その強虞ま伽—

ber,z,社懃Qe CLかf鼻 1ホ栓甜器 (30c,
多宦湾：高令研菰 C /Jue属似紅ii翌
)Z よっ危，
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絃屎とい察 町」：叩嘉笈ぶ'2/X 10泊了で 1プ各棺セレンとフ＇’ロムのイt営存の移
動庶とか疇け酋蜆 l}生か＇ぶくこの克班で打祖•2～西 /2 の範囮ですべ＇てよリ，柑泉
左 1, 和， 了XI62M L< J:;: OJ ;"j;試評昴度となるとljーか、l 卜化椋棺の泣靱撃の移初
塵 l口栽少する。 図 2 埓 K'2 5e03 と知 Se04 芭叩戸照応しセ誂粁疫守の条腫恥 5e
のイし）苫診の吋/7.する蒻勤度の愛イピ在示し名ものも，、ある· この鯵累均―J Seo仁 BrOa

イオンけ利）7.よ］移動度の愛ィ《ばなら ま在屹叩配渭勲度は丈裔応1直とよくー
一致しf-t． 一方 5e03―イオ；；；の矛釦砂度ー 1け愛化がらノ そ(J} p k~匿子菜めf-z蛉見祁
9.3 （文献籠 2.4~:Jとpkg 11 、 6 C文猷｀礼 3-05J玄得名．

砂03 とk. SeO千の照府試粁 1-Zよる厨と拐Oa の相対収奔埒分離蒔の団！z 閉憬店＜

ー症も、あっ危， Te ふ 1のと名住脱芍る 1 のイt営形の収争 l"J利 1-Zよ 3 乙愛化すg

OJ 1-Z対しJ B臼 BrOaの収争り合蹄援詐ヰの神/-Zよ芯 麦イには誌必ちれ店 ¢I ? f-z., 

c 図幻 Dav i€S lこよる刊 7 の亭｀便で Seof一イオンか G BrOi -1 7f'シ‘の収争 Iオ令
83 PY'量の 3 幻~ ✓).)SeO争ーイオンか 5 生殴する Bro るイオ,/ rJ 3? 芦_) c• あ 9 ノ 殺核
鹿のセレyのイし塔秒が＇注嵌＇する 7’’ ログ｀ OJイじ掌形 lz 影響ぢ I) とりう，緒屎と大愛夏ク

疇足．と万っ孔 ：：の為毘 IJ彼らのイし彦か師操詐の沿秒）ら lデ M のフ＇、ロムの移倅

ま加 2 -z沈でん巧｀わが＇文呼反府ま和用し危化労分雑であ？和fz.めて〉 この Br―叫又
年の差IJ 1 0)り又争り）＂オ且斧の有無 IZ よっも影響汀あ？在と囮じ＇効果と偲われ声

kふ04和のテ純物として知然の 7‘‘ ロム疇在患り放加化介祈ぼ（てよ 2 求め名，緒

屎ぽ-p和］以下であって その影喝 17.ざ多オ9 如厖度け、約 Io 7 11 以下と店 9,

DQuie5 5 ク用け伝ぽ笈
に比べ＇うと lo古 1音以上希

,-.,100 

胃乃落i乾 l冷雌ま行って忍
行名値と房 5, 80 

舟

至 60

40 

20 
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ー· -
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図 2 Bら Bro3 のが目対収壽~ l::: --PH IJ)肉係

の照豹試料： K15eO3 J (B3 KzSeO4 J △丈面瓦吼i

D ehe加c嘘 Behauioy of Ca.YYI'er 1tree Iod1吹e pYO必ceJわy蜘tQ, -Pe嗜Q咸百feefs oi 
Io』屠⑫YWeYS Jエµf.,ldl. SciJ在ch, 7J 92 ((970J, 

2) 詞如／iesJ J、 Che勿phys, 521 51以｀ （秤g),

め即， H、知gl{,S) TH加vies, ef.硯謬hi勿， rりs.J舛＄J 16夕（西り．
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2 B l 金属フクロシ了ニソ茶における反映化摩（菜ル根）

（東散大・痘） °鯨叶脩 ．ラ也訊長生

1 .目的

コパルト 7,. ロジアニン (Co尼）と錮 7 fロシアニン（Cu.Pc.)の混品f lており
る‘゜らヒ‘乞反訛麻｝の必冷的拳動 Iくついて検討tぉ：：厄い、 60しヒ‘クムの I匂そ‘
吃がい力が果店').うら l露形・が形の稀酬の相産によっても虹跳麻的肴勁
が暴なる：：：ヒt報告 L た（1).

フクロジアニンAし合物は有揆乎噂体としt知られてわ‘,)、その電気的性質力液
跳麻．｝の化が的券勁 l喝渭紅ょけ＂す可能性が乃えりれ¼,.~ (/};ク rるこヒ/J\う
嗅ヒ伍た研均一混合物系にお 11 る屯ヒ、知反跳麻うが脊拗も検討し、混品
系における結果t比較するこヒ 1す｀フタロシアニン糸"'反昂Mり象四月与”因チ
の陪明に寄与するiのと厄われゐ。
2 ．喫験
邸 l°d-大 8 本インキ化庁製のい） ＂空昇章し濃琉酎災から再絡晶した。した

l遠酸でエッケした金属コ/\" lし卜と 7 Jロニト'/ 9レから合成し．真空号葦と繰リ
返し、ぅ農庶酸り雌品した。条品はそれを1いv金属 7 ? t7シアニンさ稽々の制
合で寸分にぅ昆合した後．夷餅滋 9ご餐靖し米今水,~戎いで再締品した。こ““°
。しで栢煉 L Z o{形混品を、さらに 3oooc.,で真荏加憩して¢形混品も得た。混』

斜物試科IJ⑦o(- Coだヒ以ー伍Pc 、②炉らたと/3 -CｫPc ClJ機·料的ぅ昆合物t．吃
氣的I卜生質の I\` ｀ヲツそも小さくするために /00 ぽ／⑰fで力0fi:.. L Z 錮製した。厚さ／さ
m~70 呵i/(»,fユてあった。いずれの喝合項晶形は X線国折 1-:. よリ痕認した。
中性ぅ悪射l~ J RR-2 dJ気遂常（熱杓·生谷線束啜度 7 x/013％が・ 3ec) で・ド
ライアイス瘍危で30秒虚おこ厄った。翌射した試粁1-J絲頃知 /I" Iレト、餞硝桐橙体
t含む永今震成練に痕陪後米水 1-:: ?iざ．生成する光殷乞〇吊‘)する。叱殿ヒロ液
の‘゜しと‘乞位の放射能須1定には必I CT.i)検伝器とバ紅畠分析盛も月いた。
3 ．梯泉
ぅ昆品糸 Iくおいて 1芯、 60Co のリテンシっン Iす位化による希叙と共に嗜加し、一方
如のリテンシっンは CoPe ／てよる希叙と宍 Iてう成少した。 60ら 、 6«位~択 lてメ形 Z"(3

リテンションヒぅ昆晶守の叫Pc. Q)毛／し分宰 I名一次の盾係があり（{j 1) 、¢彩 <"Id
リテンジョンの対数が位たの毛 lし分幸 lこほぼ一女QJ I匂係があった。またメ彩、¢
形共 1く叫とのも lレ分季も也‘｀口 1< 外持した嶋合｀‘乞バリテンショ｀／の外挿倍は、
ピらのリテンンョンに一致 L た。さらにぅ昆品部分では、 60らのリテンンョン l°l噸
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I己如のリテンションよリ大きいことが観思ぅ礼た。
ラ昆合特系 lておい ZIすぷ—C.OPc ヒメー伍Pc ぅ昆合物系の哨沿q (.OCo.r_砕Cu..のリテ

ンシ 3 `/li？屁合比によらず一兒て．純メー緋品守の吃れをれのリテンシヲンに設
姜泥国で1だした（国2-)。すた¢ーしたヒ¢—位ん混合物系の 4合る国杖lく、
伝し‘乙伍のリテンション I~ 痕冷比によフて変 4L 也す｀＇．純¢一括晶fのそれぞ礼

のリランション4直ヒ・等しかった。
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団 1. o(形混品におげる 60Co と
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昇箪玖による府然金属鉗條バ‘｀ソロトム化浮
2 B 2 ⑭夕穀） 命土穀のジ｀~,,ロイ lレメタン鑓未か昇恥紅

兄の中荘手態，射

念釆夭，理， 0~脅良屯丹霞填，飯J::.紅妨

〈絲言〉

従泉‘虹研究翌言、 1h-Pc2 、 Th （四C）4, uo2 （四C)2-の？ 7 今／イド肴嗽含肱銹
体直刊紅、良空昇箪飩式広ともちいて行った。 さらに今 1日 lよア也4- IしfセI­
ン錯｛本に比べて、よし）昇箪浮、よ＇）熱屯定性の高い命j:..類！ジ℃ l心コイルメタネーl­
l：：ついて研兒訂fった。命土類丘 Iヽ、ロイ lしメタ弁ートぱ、ランタ／イド元素の
物疼化1累的叫l滋J(もとっ芍｀比較獲訂するd) I譴してお＇）、ざうに 1 メリシ、ク
ムのジピ lゞ 12 イルメタン錯係、の石月 l}tの基揺鯰もな＇）、嗅啄、あな
〈皮駿）

1) 、言燦和合成遺製： 争販の#:t簗息殴化物と、希塩貧＜喀蹄(pH O~1) L 
、これと、ジじ°I< IJイ lしメタンヒタ0 ％エタ／ー／レI生アン毛：：：：：アの I丁ん喝 L た滋
戒（西 9 ）に菊下する。pH 6~8 の落茨としてのち覗氣し． 2時間経復授湘する
。合餃した試科（似dpm)3I E瓜dpm)3, G-d.（牛切）3 ， Yb(4pm)3、 Sc (olp ✓m-).3) 1.t、
18がC,2hr の昇草て消青製した。ラ昆合錯係((py+Eぃ X必←）り (Pr が迄 TS必o/.p,n,.)3
,(Pパ紐）（rJ.,p=h I (p...-r YbX4p~)])の合成11 ．各元素か塩酸瘍夜む昆どい（のち
9 ..t.し同様の方式によった。合成収桑這望 3 た I;t放射背繹l足て康、めた。
（⑫+己心吠呼'>11-)jの合餃の際が阪桑1 、 S心～ 90 ％這格に錯｛疹0/... l) や
可く、 Pr t1 30 ％と、 Eu l3 60 °／。となった。）

2) 、ネぽ紐、訂口昇箪分誨：稽製試料 90瓜}~ l{)0mるな kUR. f"l— 2 I ：：：よ
＇）平娃釈紐すな該科1れ雑炉汀ドライアイメ合後仔し、分誨＼1魚を昇崩条（
l 「70~ i 80゜C'~/o-3 四Y'y)か、 2 t1手「出行う。昇棗窃卸介およが残痘掛粉‘乞切晰し
、が放叩紅痢足した。ざう I ;: ~紅む如‘o幻五の比較えよ l) 正碓に行うため、王れ

を｀札、別に桑射した 2程の試科釣禾屯、揆廠的i逗合し昇嘩”“る皮琥t仔
f-:::. 0 

3) ．紅虚訊：各生成稼矛につ 9\ t、 2 cc I 3 0 CC  Ge CL、・｝王をち u ，，（ r
スペ 7 トロメI-リーと行 vヽ、生成核棧の C°- 7 ⑭積ヵ‘ら、 Yょむ点'oれ催を求めた

く結果 L 考察〉
“）、岸ー錯体か粉、反応i：：併ぅ·交h 屎
Pパんp仇）3 I Eん（＇んp冗丸蒻，ば、f仇Ji, Yb （必pヶん）3 ノふ凶／厄）d の 5 樟畔尉ト

l ミ 7 II'( の（、n, が）反応でのた応t,'on (J Io¥ 19 土に柔すよう［くなる。 Pゎ年4,
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Yb, Sc k 7 ヽ I てほ、 Ye.応砂れ催が'76立2 。/<`'ういにな知の I;:: 、 Eu I：：っ\ I 
も1 、年60 % (Iか知疇氾、長時間研勺後．鐸誨 IS-這応'la 43 孔）て＂
ぁった。こればエネ lしや一の slo必I呵必叫九の遥租C` Eよすという形と、他の希
項元素 lこ比しと 1) や年ヽためた、と考えられる。
ざ 5 ／ミ、慇，的した E叫4p仇J3 と割 l澤射した

prは戸九叙 Cofp,m,)3 と現合し、屹れど昇昴分能
して昇第物と残‘痘の E“/Pr ，色名みをそれ＂＇れ
じ°- 7 面積り‘5訂質した終果．
(E物）函｀みe 〉 (E加）叫I、・～占
(E仇ヶ4)¢心e 〉 (E芦）叫／，•一ぇとなリ，
(PグGん） re3ヽ＇必合佗／認）叫{,•一たとな 5 ことから
も、丘凶）叫)3 の外如クば釦＼て、ある。

゜
1
0
%
 

゜5
 

an1Cl>UO!lUclla~ 

. . Pr Gd Sc 
• |Eu Yb( 

・▲ヽ. 
.. 
152m 

璽152

-----------, 
' 

Pr Eu Gd/ 

..•! 

---.--------
40min 

. 

(2). 祗靖｛和廉麟l濯ぅ効果

(Pパ比X←)3 ，（伶rEu-r Sc }(•)J I 0 

(Pパ翼←）パ釦 Yb）（心J3 (/)喝謬依1;:: ~.- 1 5 1~rradiat~gn time 
つ 1、1..の(th,『)疇のね訟如這匹． @1. Each compound irradiated separately 

叩 l：：示すように厄る。この紺果、 Prの砥砂切t
値が Prの里ー錯（和知はリ砂ざくなリ、 Pr
碩丘金局(E“’ 今ん、 '(b, Sc) の r.e如加れ
仮 1ま、屹れ灯｀＇繹囃的）心祐五値よ l) もK
きくばる。このことば、熊約屯九絲玲逼粒て｀
防よりもイオ，、半径かJヽざし I E□ ふ'.,.，匂”，
炉なが＼釦立 5 心外しよ旧雌玲｀レやす
‘'z しtず、 L ズ\Iる疇えふ疇。マ 5 にこの：：
叫、 (PrTE～心）はf心）3“訊‘叫繁、イガン
輝叫、ざ USeの収卒む｀夭ぶ、イオ＞輝パ
ざ、、 Pr-叩成が小＇C｀あるこ以→モ麟して、嗅味
条ぃ。
ざらに、今f如認‘比吋閃敗、白ーヽj知靖霞 1-::. っ

,、1..半印認t, 7 II,,.頃（夜祠ず令。
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葱中性子照射したトリスアセ牛）レアセトナト 7 ロム（皿）におけ
2 B 3 る 5lCr 標醸化学種

東北大理 0大森親 瘍） l l 君 1言

1` 固体トリスアセ今ルマセトナトグロム（皿） （ Cr （紅ac)3) を熟中性令煕射
した囲に生成する 5l Cr 梯識‘化営理のパンセロシ溶液にお l1 3 親化合吻固形威反応
おふび固相熱アニーリング嘩勤について興昧ぁる知見が博ぅレJ l ている l)応親化
合物払外の化笞荏につ·1,)て）芍， まだ埋々の 1団題が残で｝いている。今回 l芍、新しい
カラムワロマト T ラ 7ィーを南発し、 5/Cr 標識化尊埴切 l司兒を試み「し。
2 吏験
Cr （広邸）3 をJRR. -2 で 2介同， ドライアイス葺度で照射した。砥射恙炉1迂

輝持号でドライアイス中［貯敷した。
醗寸藍潟和1, 八ミンゼン（また）寸 0.2M アセ牛）レアセトシー八ミンセこ奇液）に落
解支 Cr （出0）63十， Cf(acac)(Ha0)42+あ｀ d び c is- Cr （紅Q.C).;i (H a. O);十を担体として
含む 163 M過虚素酸亮褒と詞J ~ぜて，有楼相と無扱相に令畦し， 両相をそれぞ
出さら lC カラム 7 ロマトグラフィーにふ ')51Cr 標諏化麿埋をダ灘した。有機相
ぽア）レミナカラム (/,5 c,mcb x :20 cm) を期いて， Crc虚ru:.)3 のフラクショシど

輝し， リテシション儘□｀めた。 また水相 l~, __5_且互生也凸宍こ二こ苫 (Na舷
1 cm 中 X 11 cm) を朋いて， 51 Cr 樗諺化菩狸を殷着させた後， oo5M KC.204 
亮夜(pH 3) にふ l] Cr(aco..c )aCHa0)よ＋を，文 1 こ o, '2 M N o.. C文ー I0-2 M H Ll04 落

液1こよ ']Cr(aC.ac)(Ha0)4牙を戎溝し、最後に I M NuU -161 M HLl04 充液
により Cr CH::i. 0)63+ を老離した。
51 C, の放射能 I~, Well 万peNaI(T文）シこ']リL午ャンネル［腺スヘ°クト 0
j -3 を用いて劉定した。

3 結果

図 1)寸．水相 Iこ拍出さサした 51 Cr 標萬化労狸の方離由粽の一例で歩ふ このふ
うにして得ら出 7こ栢果を迂こめて表 1 に示し 7こ。従呆有椴相に残っ Tこ SIC,)~]
親化合初である‘乙考えらリしてきたが｀］ 実恵こ l可ベンゼンあよび 7 ロロホルムて恣
組ご叡 3 Cy (acac)3 の臥率 1迂イ氏く、 エダ）一）し）こふっても万罰戸出す1こカラム
に残っている化弓裡(J)lJ,又率の方が湛ぃ。この礫伺迂熟アニーリーグゃ有機完蝶
中にお）丁る豆瀦合を反応の完合も）団様である。

I) 
丁， Omori、T. Shioko.wo.., R0-di'ochem. R辺ioanal. L e.廿，）立， 3.2（／ 970).

丁， Omori, Y.-C. Yeh, T. sh,o貶叫o., Ro..diochi'm. Acto-., 虚， I (fq72J. 
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一方水相］こオ由出された SI匂標諏化営程の分布についても袖めて複雑てあるこ
どがわかった。初胴収率で殴、大部分の 59Crld, c i s-Crca平）ょ a叶 Cr(a虚）脅
あふび C口ぶのフラクションに見広さ甘しるが｀，介庸住前照射試料を処理す 3 こと 1 こ
より CrC虚位）デ謬び C 汁̀の収率が若し＜漱I『す 3 。王 7こ菰ァニーリング
した喝合］こ l迂， 区A -Cr(acac)2 呵□可芭，ナ四心 -Cf Cacac);;i_久名十の収率が増加す
るという興昧ある結果が得ぅi1L 7 こ。 こ飢らの専突 1芍， SIC, がアセ牛）レアセトン介
戸 stepw i se 1 こ再栢合して，鬼試合娩］を再形成するようにみえるが， 殿射し 7 こ

謁｝を 02M 丁TA- ペシセシ寿応這がしに掲合， 51 Cr c ttct )3 がかg湛ぃ阪又
率百昇られるこどもあフて，祀化合初函形版図単純g反応経路き）如言己庄できばし l
と思わけし 3 。

O.o5M KCI04 
pH 3 

0.2M Nc-_C¥ 

pH 2 
氷 IM NQC|) 

pH2 

4ｷ 

3
 

g
¥
9
`
o
 

2
 

`
P
-
>江
／

゜ 20 

c
 

40 

Elution 

H I 

'Sp Sepho.clex 

(1 cm 中 X I I 叩）

C-25 

8: tm.ns-C-r（四）2 （出0)2-r

c: cis-Cr(acac)2(H20); 

G:Cr C.QC翠）（出 0)42+

伍 (H20)6 3+ I: 

•• CamrieY 

屈 1.

表 1.

水相に抽出さ mた 5lC心謬鱈腺（初卸謬）

中性う監射した CrC CU,O.C) 3 にあ l丁る Si c..,,.-桃諏化ぢ狸(J)分序
栴樹繹 有穏、オ目 未 祖

中囲の店放l 置 （ア）しミナ） (5p <;ephー'-olex C-25) 

属吟1 カラム ! （分） A B C D E F G H I カラム
0:t<I 0, 9 劣l 3.1 % ト 3% 3·2 危 262 グー  2 、 6 グー  2、~% 7、 3% 2 '7、 1l 12.0 グ'0 12•5 沿 o.9 % 
。ク '7, l 14ｷ4 q, 8 14 、 I 2 1 ̀ 8 4ｷ1 3.g 1,5 I/ 、 2 3, 3 2ク o.3 

100 ,i:3 l '7• q 22.7 5 8 4ｷf"f 38̀ q I, 只 I 、 I /, 3 3.3,. 0 1ｷ2 0,2-

X I 

*2 

･3 

＾ミンセこ／

＾＇ンセこン，‘ ioーC, 1 膵固穂アニー＇）ンゲした試料
02  M アセ今）しアセトシーパンセ':-- ; 25ー C 
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2 B 4 
l 33T--e m.j偏頃

旅fヽ裸研 函 町ヽ．痴會、一即．／領，酎紐q゜釦、梅丈

的： 13つ丁em,9 御壊で庄す‘3 ¥綿這灯泡l度 ~Iす位＜輝 2"求舌っ 7 ¥9 3 か＇，
転彗孔Iデ 1 ヽ 1 なヽ＼。肉ェ崩t展1"生す'13 "応徒ク澤、危I~ 役く足吐 7 7.ヽヽ
3 吋’`‘ヽれ這 k l'2. 1'ぅ託汎 1~0) y系和転送ii ""k知乞また＼内即如知
疇勅県を利9可し 2,'39T€’ を '”Tem hW 磁L, 139 丁e｀□疇翻
1年（ b エT) お臼囀遺韓（メ）誼あた心皐れ．

輝、、 2う閲 08(2うう UI二し 2/ 0 0 り 0) 区魚謹、キ炉 Pn-2丸逗衛3 () 
鑓煎、射し．約 I ~I~が1? t支，丁e 抵絆~h11 i../it魏科慰ピ lレlレ陳(T之“)形
隕紐 l `‘、水忘丁ざ万瞑 l 0 1f\ 1 い入れた 3M 、 l-/ C{ i紐直／~I た．訂/.tｭ
疇氏研平叩訊 I 碩，ば幽 Dow之x ↓ x8 パオンた旺網 h
召ム (2 ・り cm 中 x ぅ` oem) も祖釦 d た。丁名打、す抑紅吸易 L ，丁之紆

1ボ疇む O T-e4+I T-e6十螂しも．それがK 吟 L, 一7f IすヽI す＇小もめ l-I SO千
江卜’’うり戌｀．令品 1--:殺和し， l外訊卦ヒ［たC 3 t ce 知 (Li)国梼楼出粘
-4k P HA 1", Tずけ拭科 11 J / 2 k ｷe V "l簡t辰~.丁"-e6十拭租11 I tー I 3. 
keV 直t裟｀J I J.戸 v ぃ成鱈喉おげ'~ 3 4-k-e V IT Yf,f、サ斯 1辰を l可
喝渾刷したc さしに｀先に2,fn鼠Ill たんい廉!)~,~ I IHT-e.'（斗或廂／ 2, 筑）
1 I 3 う Tご（手疇 5 5 ｀疇）の印訪'(1 とん墳ふす匡’年、？｀＇． I？う T~·~
商か•名しヽ＼た 13 う I 渇政栂 2() ゞ了廂l間）てパ紬 l. 丁~4十試科れ 5 がT~&t試科
I二っ＼＼1.. l-=3 3 1. 0) t 2 1 k-e. V y財勺滴t知距汎 1 た、

曙： l3うじ＂，q叫疇疇．巧ぽパ珈又頑、孝'l 1す

1{' ：：：疇辛(|＋三］ ［Aふ
届 入'1'1\-パし 入ぅー入 国］入ェ
1 

,,.1 =紅二
Li 月 入1 ―入ェ 芯

(I) 

(2) 

: ：て＇，詞紅疇 1 入汀t骸対、 I m, 1 t 1.屯月ポ戸｀'1\.哀'(V\ I Te1 ヒ工
を示す；尿炉•9 名 3 c [A ]入 11k i訪雌珀、f,、?',") "が］入内／邊で＇古）、
A豆訪離年1'り芯4tが.3 I 2 に V H”ti A4+] と Tどむり（
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]A6+j臼図す

[A、t]
[A叫

.mf, 11'J L __J 
1[ +1i blT 下す
1 1.9.b打・肴

入，
入仁入m
入，

心ー入m

(3) 

きた 1 ううTもm 疇的訊I, ぶJ mm及碍： 1戸け 1im と

1Im 岨·炉•~ +1/．畔
入rヘ

碍狐疇J、さら K. T叩i亨釦·の 9/ 2 k て V r知 3 J 4 に V エT
ぽ、の｝訊凱lす I 

塁m-:::£TT. b ェT戸
LA ふ、m 勾げ

弓 2 し水).衷船遠t因ヽ9. g {l2 0\知迷碍和 lず 1f, 1/.9 f bゴT いが
メh‘求む、

約

(t) 

採唄：百 bIてし 1ミ<f`- 1 靖秤f~I司＼＼召喉千"-1 1i ~ひ紘吼臼示す．
133 

Table 1. Absolute/ -ray intensities of -~~Te in the radioactive equilibrium 
133 1 33 

and some other nuclear properties of -~~Te and -~~I are presented. 

Nuclide Half 1 ife t-ray energy'i intensity Branching 
(keV) ~er decay fraction to 

133_ Te m 55.4 min 913.0 0.88 エ 0.04 1 33 Te g 

0.29 エ 0.01

1 3 3. Te g 12.5 min 312.1 0.53 ま 0.04

133 I 20.8 h 529.5 0.875 

Conversion 
coeff. 

1. 3 こ 0.1

1335漏枷麟如核／汎虹翫＼ ；汎這錐し． 933効（舟，懇 2.7今）
町前成て＇‘庄ず〉．93 うTe m．お｝び'/3 う Tぷ，q毛欣号を酬1lし 1335b q"f-e..了 A yマー

133 133 への他知
Table 2. Branching fractions of -VVSb to the isomers of -VVTe. を匂屯

Nuclide Half life Branching fraction to 

133 
Sb 2.7 min m

g
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e
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祖滋心｀て生成する丁e 核亥穂の代忍形態，
2 B 5 

京丈魚碕 面 n駄．o棘食御．鐸信嗣．喜這文

謬遣浚ャ蝉揖護I1..繹疇疇碍くか 5碕＇免立彗命羨夏吃休
を了 lし這妥 (bt)/J) H這記）虚蔚 l汀知t,某認知七の次訳贅釦が
る。 Sb からヘパ違噸成す1Te麟吐t... l てマ」：でる箸の入℃か‘手,,
つて、ヽ2>.麟の千 lし叫迅釦区心）み太べ｀‘訊如濯バif'S f. t. ;;i 2. tが知
うかて、、女 l い恥翠l1...よつて生成する℃疇→疇 l戸ヽヽ這 I~ でん
置亨5 れL ヽい。わいわれは祓ゲ酪 I1..よつて立す謬輝違四疇ゃ
叔瓢応麟中に該／輝裟で‘訊する口疇パ鱈筵手疇い訊＇
戸塙合1い、、コ雫虹覺え在つで｀！花揺tT)4``0釦叫す 3 輝f行企。
Z) び認~I 恥 lさ甘—謬 0、／呪係を嬌知うニー）レ心麟 0 、 I Jこ
して／ k じ知訟鱈 (.Pmーえ）で 5MW で 30 莉競射 '--1 直ちに）泊封 L て9 千 Iし
直こざ叩麟を石ホ豆‘‘れ lO訊｝っ‘‘っ加え1 6NH改ぅ筈液cl て， Po幻

一ふX i下 8’ のカラム向麟がtて／ 丘遷 (6+) の疇丑豆）う念い／も M
Hふ疇：じ這摩N叫で‘五午t遠態にある了□這拭させた。弓れ
沙11... □‘うジンこ＄応澄嘉 l叶星えし 曼 l可司恥操作さ<_ I) が2L て繕慇＼た。
位（Li)辛彰這武器凸パ＇い吠斜可瓢l足て行、 'o l.3/'1"'-'を丁乙 1/3 2-T之
心が1 1" T-e., -·,3'tでについて 下6＋政‘ヽ 9 （な花し十0)沐直知‘‘得ら水た是をもためた。

釘叶浪租吋祭に SY の注体1加 1 て‘匿ヽヽて、 Sr t回牧l 9土sY の生成覧ガヽら
全我Iぅ蒻ぶ知う木る江弓 ll.した。

Table I. The Ratios of activities (Activity of 
6+ 4+ 
Te- sample/ activity of Te'sample) 

131g 131m 132 133g 133m 134 
233 
Ul.35 27.6 5.28 3.65. 23.4 90.5 

235 
U0.418 5.29 1.95 1.57 10.5 103. 

3) 花凡‘式粕c.Te'.亨式料
と這＼叶叉射記ttt.
T凸I. l：：忌す。
一臭して '3 9- Te はほtん
さ‘訂十り耐をt:._ぅて、）
て ／3（ハるて‘‘11 厄4t

IL ←る屯へ↑方が多ヽ、か ）司じ‘ぐ‘うヽヽになって、、 3 2 t研l る。 ~L'} IT)放射往
疇は冗％パ l遣這況聴応の屯げある。和稲危躁l～と了てI I:, NH 凶
1戸‘tま厄ISbI I芍 5b 等＾恥鬼て｀、生叙する［はほたんど史生 1ご討砂濯紅取3 ミ
｀斗り‘つてヽ、 3つ硲孤りぅニー）しの希［専亭夜平‘‘油かうのよ堪ゃ諺戸Te
救祠武さのようtA形褪を口）かは正渥にしなわが謬ヽ）乃ミ／冗~t 1-~、い可厨駅‘欠
さヽヽ←夫えらが3。 1.__'t~応訂彗丘終賢賛紅まか凋壌吋欽した記はで
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巧碑いものもし。阻応 l喜式‘在亡饗い芦昭 r ←るい羹内紅＇1-
危 T凸 1. 叫紐這畔、まる。 '3 /?-o'l丁e_ I I 33 1'1 Te.ぱ 131 .SbI IBSb v') ~蒻壊て＇‘

釦mm鯰炉 主t: ¥.. C:核、り褪這諄四成したいのであるのて立疇次｀欠
さ人なるこt屯うち→‘(t 3。 2.. C7)放射能強度の氏のみで｀｀＼t大手乃、な之でしり、戸
1,-.‘' ので｀ 戸れを定覺的（汀秘拭ぅ恥 lェヒ也疇直l孔定って 斤がイ＂わの 5仄易
碑直吹和疇翼手恥て，墜恥守／認疇Iう雑戸疇滋疇泳塗
幻‘く＄厄濯恥-I 更凸5rの生欲覺這ヽl て該ljj知尋（％）の献れして／
如知｀舷訊年の町＇訊‘した諷翫ねり茫臼いで9‘ のよう /L/;) @j[され
か百万ヽ'Z. ¥ s べ‘凡 ‘久疇む戸、:,·T心必』．，L 京す。
Table II. Yields o-f Te nucl i ~es induced by fission この恙で見るこ花6+ つ
directly in the Te6+ or Te4+ samples (%). 形て‘‘1なtん e‘‘ の祖翌て｀＇

131g 131m 132 133g 133m 'fが平かり虹疇に
233.. r Te~+ 0.45 1.10 3.88 2.46 2.42 近ヽヽ唖が得 5 丸 亡
U i . Te4+ -0.010 0.013 -0.678-0.163 0.010 • ~I)は嘉ゃ＄"1.7.Sヽ 5 っ飴

235 
u 

[ Independent }.衷ルょ戸氣加込みを差
~i eld 0.41 0.94 2.76 1.74 2.03 し ?I 万ふた文めに 11、な

Te6+ 0.116 0.259 2.35 2.74 2.27 

Te4+ 0.057 -0.024 -1.19 -0.293 -0.094 

なf直でなっ l まあ本

あ‘慈 l逗ヽヽと 2、つてぷ
`, しかしくわ L (I さ

Independet 
,yi el~ 0.073 0.211 0.73 1.80 1.96 ~6十の危ほすべ、1. g少

狭エ疇ょ戸む峡
匂り1J 花兄這い今｀応ぁ 3／ しかし ~et伽逗恥一℃し十値I＼の亀(IJ f恥＇
必ず＼ぷー袈口か‘‘パ‘‘1 踪知訊‘し次キの＞ー知、直年後もかパ叩斥っ
7.‘‘$ g新言 Iな忠まい。 /3心，1... 7 ヽ I て Z、えば‘.2.3町乃場冷苫脅う布 I改寸 l
て W4L のふp:::.:;-/.$-l 炉 0、位を拌目して 史蕨＾悟、イ印‘‘5ぃ、滋啄、
¥. ti.丸のが訳げ L c_ I入 す訪釦生椒＼次tへば駅万耐を C ると
戸こ戸6十／ Te叶17)氏 11 え、 5 となつて下よ＆エ追／ P3、 4 こば、 l 5 C‘ る
ぃ詞果する 口のミtが5 態射中に生成したTel可記□濯多色こる七のt今C1)¢斤
考戸ヽヽ気しかし＼ 3 4-麟五薔知汀謬硝にわりり這うす、／、かな）愛
和疇紅うか遺捻iシ濱謡喜巾を迄恥— l`‘ との℃ ｀炉蒋愛／詞 l1..“か‘あ
ぅ孔，冗6ヤ／冗し十＾て嗅大さ＜度1 ←‘、あい評訊い't. 1ない謬＼）。
星如中叶紀遠い方成口汀認け責祀叫戸f戸用次あ~ 1... t I な入1....7.5ヽて‘; :l9:I し
戸‘‘のようも原因心ぶ叩ぃ謬りヽV] いt（け恙鎚味のあ） 2 t t思Iけれる。
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2 B 6 z1op0 のメぅ稟反の際lこ繹ぅ原拭糾麦面よリ
飛び比＼ゐ ZI°Po の検払

京天炉 橋喬本哲夫

1 目的：メf鬼の物質中での硝程が＼通帝の¢、 r 線等に比 l て極瑞に短、、ため 1 ：：

よ線炊討応 l司足足量にあfこって、出束るだ IT 吸収のケない婢ぅ枢帆料を作..,てヽ
ぅ成圧千ある，、は真玄＼ヤにお l↑みd-線の検出が望まし、ヽ。 このようなよ放討1本の視［
足彼 I ば 1 ば校戯惑表面か‘‘よ季釦放射1本t｀｀汚染さがており、バッ 7 ク｀｀ラウンド‘が｀J:._

昇 I 7.ヽヽることを経験する。＄止らばシリコン争導係諫出器な 1牡いて、各種の線
ぅ豹砥斜象面かり棟｀似朦 1::. 碓び込む,j..放欠射体を詳細に即べ｀、通常の旅払歴の汚染 I1
d 濠戻 Iこもとずくメ反跳原子す行わち作我枝種？｀‘ぁ'/ l?n のような希1J‘‘スを嫁該種
に椅っャ易合に 11 碕 l：：着る 1 ヽヽぅ弓茫が｀もたらざれると稼告 1 ている．（1) tミうが｀呟
技復か＇平定枝移て＂ある.Z./年。の場合にも旅似落ャ旅広容膠のう号紫をよ＜経験すみ．
紅てこの場合には親枝種の zro p0 自身が検糾落象面に碓し‘"t\ている現象て｀＇あり、

このような観技稚自身の放t.. 1-::. 1旬する足量的 1J取り扱 II と（て['i "/:rs仙九らが‘z3↑ Pu

について洞べ‘r/-虚没•あたり 9.9:z 1固の z3q Pu が‘I()へ“万勿H身のもとに弛び｀広みという彩
告砂見あたるにすぎ‘1が、‘。(z)

ここで 1だ゜ Po を使用（四Poら2.o(, Pb場災の際に域庇千にお、、て葬ぅ和拭絆表面より
瑶び戯み凶op。0\筏出足量を行ヽヽ、メ漆度の際のメ反既原子 zotPb d\芽約を知ろうと

する。 まずば 1" めに.21 o p。が｀ P勺ーに分布＼ T：：令稟壕試料クのイ乍骸ぅ氏を求｀めぅ裔足ヽ、く絆凍

8 得f-::の 1’｀、 この絆ぅ原を使（月（．ぅ成丘下にお、、てメ戎度当＇）葬原よ ’l 捐］［麻 I二矛今
行 I てくみ ZI°Po 董をポゎ r:: 。
2 突験： Po絆壕 11 Po(/) 金属.r. ＾の自吃オ（f戯を利用 I て行な 7 「::.。(3) 内條 Z0mn の
ア 7 り）レ捐をステンレスベー x .t. 1 ＝わ｀ ＼ヽf：：：金ヌば銀巽着ず、’'I エステル 11 ルムJ::.
1：：キオデレン a'I ン7" 7_''J疇を寃着ざぜた。オ會全体を紐帝ぅ反戎浄恭の Ifにおぎ註
者ぅ皮をグ‘lff：：ぷ危て＼r: ロニウム(J) 9̀ IM Hd溶液 (R^-D-EF) 茄ルを噌 19 I：：ぅ也入す

る，超音ぅ虔の作用の有氣ぉ麟径釦汲立フていみがど｀うかて｀＇j慮誤7.`’！ゐ。一足
約訊放星後ピペットて｀｀オ曹 1月のぅ磨板を旅去（イオン度康ォ< t賃i月のう知和行な？た
のら、金属姜庸フィルムをばず｀し、 ZnS(Ag)シンチレーション旅広猛戸合衆言t到
を行なう。i f：：このように 1 て骨た金属膜上に打出 l T-::.z..1o Po の分布択襄、ば硝酸セ
ル h -ズ" 7 ィルムを旅劣材t (てi丹 I\ r：：よf-- 7 、, 7 ぅ広によ＇）観察 1 「：：゜

フぎ｀｀ l:. 均一今布を有すみ Po線項を用ヽ＼、メ喉羨の際練森表面がら廂{}.`｀尤、る zJo Po 

のオ庸£史籟違 I刊（fロズテンレス梢見板と Po綿項が＇ 1`，かに舷れな＼ Y ようにする
ため一＼ヤ向に I -m.111.厚ざの，ドリカーボネートに直径： lS祝711.(1)穴をあげたものをスヘ゜ー
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すーと 1 て 1を用し， これらを了 lしミニウム箔で＇乞ヤ固定！た。試料スタックを真
空茎、侑核星のべ‘1レジャー 1qにおぎ， —足真空度のもとに放広之ID Po 17'\キ甫集を行なっ
た。埓集啄 l輝終了復悧集萩および｀手康和試料のc/-.放府能残度を Zn叫）i鱈応＇1
刹足（、訂数紐年の補正 E 行 7 1 濠愛当 'I 這‘昂され戸lo p。原子ぷ□ 算む (T=.
3 絆農と芳祭：羨着念属傾上へ0\ p。の自乾利·:t-_ 11 Po O)丼殷濃綿ャが放射噌も剰
足 1月拭料作隻.td I ｷ1 I 1 ぶ 1 ば＇用いらわ7. \1 る研、杵似収率を長くするためのぅ容
液噂叩釦乍によ 'I Po 0i打幻燻 lこ庫瑞 TJ不均ーをも r-::. うすことかI r/.トラ、y 7 坂
により観慶され「：： （ l乳 l) たあより均ーか線和直c7)「こめ図 1 {, 
姓音浚による外邦がらの潔如撹拌を合式み T:: I:、‘みほぼぅ馬
足")'\く均-度(/\牙影屎拭叶1J、得られf：：： （国 2) 打出収年の

崎 1釘いt Ol 度玲がり、経音藻を作用ざぜ↑てしき、 2 函呵の

戸、時間でほぼ｀100 ％に迎ヽヽq1 年が＇碍らわた。 これば痛液を
\ii鈴子て’'撹拌 I T::. 9年よりも長 19 か｀｀、痰液を青手止（たままの
砕ょ rl も舷ヽヽ 9年l旬であ},). ミのように l て得·た均ー T戸° p。

毘M- i I利、、て令稟和痕面がらメ燦炭によ 7 1.那い’'広る辺0 Po を
筏此色量しt 1 l二iとめてお、、た。ミの表から一般的な終 (a) 回転子を利用
句I: I て、空気中に放置した場合に 11Zl°Po 原子の放広 lすヶ (b) 静止のまま放星
く、高具立の毒戸約1⑰合の 1 にすぎ'Tr‘ ぃ，と、‘ろが｀＇真空図へ
度が"/0—r torrズ｀ I t空気守/J'I 10 伶、史に真空度が｀上昇 I T-:. 90-2̂ 
戸torr. 遺戒で 11 、 1手ぽ｀一足{I) ;zIOPo厘テの放広が＇メ希戻
毎に起っており 1 の値 I1. 2.~?XI{)-3 1固となフていゐ。絆源

ょ l1 叩p6 9',、放忠，される原固l: l 1 li `メ粒うによってて｀’l す

なくメ反既原子巫pい吟動によるもt1)し芳え、 LSS 捏除t::.
より 103keT の運動エオ Iレギ＇ーを有する巫秒及既原｝阻止ク）

T-:. めの炭業茎、暦腹厚の計算を I f：：と：み似A°(7四”/c?rl"-)
0)値炉得りれた。

表 1 叫0p。今 20€Pb縁麦の喉痒和澤鴎炉'(>Po 原子
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超音濃オ寛拌

紙料届号 釦和旅射餌昆康 臭紅肩 捕恥見且 幻桑要当 1]邸‘謁喰蔚孜

l I • 0 8 : 10• 2~I. O _ -3 543 勺 1 、刃4 I( (0• 

2 13乙45 し り り l、44X IO• 

3 和22?9 3 ,, ’’ 0、ir ()(10 ― 3

4-l ヽ Hoo 31 10-1;.,__10-, 17 研 0 5、 I S-,< I o -3 

4-2 6 り o I q I'1 ,, 

' 
知 4, メ (D-3

4-1 6'710031 大気キ り 2、 (L X lO—r 

4-.2. (,70,q 1 り ' 
,, 未i2. Y (O ぷ

l1) C. W. S,11, D. 6: Olsen, 加iJ..ふ、）盆，暉 (/170)・に） B．て Frsk玩 F.$.Lゃ恥，J. N咸．恥冗 lL 土，竹I

(l?57). (3) T. H祉sk；両t0, 丁. R砒ふ以o.J. c.P,ら．） 2/ ヰI (Iq71).) RJ心和叫ぬぶ如心£．い血s)2)z5(f竹l).
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瓦力起 c-C3Hs 80Br の分解週桂
2 B 7 

: Br f。rH と B』()r Br 反記の比蕨

（廂揺） 0 佐伯正克．江）,,円造

叩J反徘原手の置限反応て主ずう生入勃 Iなー級、 K麻l起しており， ー分臼齋
反応を起すンとが知られてのが シの分罪過程を言目ぺる.::,と 1な，高ヱ矛Jし斗ー反
応の反応頬戌 k灯すな知見を得る上で非常 K 災吠ガある。 C心 H6 と反誹 llOBr-の及
知っヽ1 て，a:'で KB 化ナ 2叶含犀~K 紀未しt。本板で l°cJ:その殺莉t: K 得られ
た知見お• ↓が呼r t c-c; H~ ＆の反克り締果を比藤し痰音すう。
洩、験J次の＋つの弓．につ,,て全正で度9しし更猿した。
反茫系、{1) : C ーも H、+ Byえ 反た系（エ）： C-GH、+ CH3Br t Iよほ国 I2 t c2出）

反克系 (3): c-C3Hs Br + BYュ 万茫~-(4): c-C出埠r t Iぇ
反た否 U) も•り (4）につ,,て 1で液相 K つ 1) ても痩戦しで。及月卜町ぅr 応'1'1氏(n,()80Br

友応によ＇）得K 。そのり也の方極ば従茉の方性、 K 噌じた。

（締畏ぁ砂兎寮〕反記子、tz)1• よが4) の主沢灼 Itとも K, Cl-l比(I), CH.t.CH呪(D:).,
CH2.CHCHュ80Br(][), c心H評BrCN）およが CHュ80BrI CV) てみう。生六物CI) およが
(]1)の県単和l心I... -b＇つ圧力 1二対すろ恢奪l•生ば認めら水がり．（直）JJ戸力の増加

ととも K 醜羞応雌fの増加狂 L' C.Dl)り圧力とともにわずガ k 収争が増すが，
(V) I的逆に着 L <-戎戸う。コの頌匈は疇手\ <7-)と(.4) K 共通であるが，恥）の方
か條即則吋多行して｀I~ 。反証和1) もいt•(3)では (I），国）わJ: -cf CH}0aふ（頂）

のほ力‘, (:rr:)か CH,B揺90Bふ直）として虚認てれる。 し力‘し(]I[)1本的恥の交揆反

『E 0)ため k 検出され Tふ v1 。国）は圧力とともに収卑ヵ鴻｀少し, (Ill) l;t収和増加
を示す。 （エ），直）および•C'. Hュ'0Br (Vい 1i辺）の和~1 としで相叩璃の全た
100 -m.,m 1-13 にあげる値を中~bI.Q. 1 1<:示す。厨スカ,·昇右ー系り姉果）古相SL I：：：良＜一

孜して1/\弓．

励起 C- Q H580氏の分解過程1ま， c心 H6あよがその訪導体の熱あょが光分解の様
式から，次の D がら D3が差えられう。

[c-C3 Hs80鱈―旦→ c-C3HsvoBr
— :CHぇ＋ CH2CH冗
ー：CH9凱t CHlCH2
一 CH2 CH CH.2冗

紅晶’゜＆Jを国（CH2CHCH290Brf
一C.1-12CH• tそH}0Br

[). Iなその分解生式物(1I.）（たた予 ll), (3) 
で l3 1ZI[)の生武量妍lヽでくかつ 91 ず加の手
て b 収羊の圧力恢存社がな＂こt力‘ら主な、

過程とば寿えら水なV'I。

D2’すカルベン (:CH町B,) の汝出反記てみる。

刃，しベンは.::..集坑危への村加及たで起、し見
＂ンと力V衣口られており，及た予にエナレン
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む希加す 3 ンとによ') C1I[)まT::. II直）を生すう 1まずであう。及危奇(:<) I::: I.テレ上
l. I()％恭加し生氏物 Ill 分布の羨t調ヽ． F が，ェ T レンt7)石竺： 1：：：よる美 l灰全く認め
ら小1"J.カ‘, T::。::., nク百果，浜報て 1古込ヵr -tな分解渦程てあうと報宕しでガ，この
過稚，の卑与ば｀ I、ざ‘` t決餘さず...か
知な W心らによ＇）報岩されで経路て＾あるガ1 (]B..)(7')収半か反茄系の戸刀の嗜か
t.. tも K 消す~t力‘ら、直）そ0)うのが最終生式物と）な伶えられな・り。 RRK 理
調：：よれば，い解バ釦輝 I D ，とヤ定犯しで生八物の収孝，芯，の比と全
圧 1 .l2,との直 k 丸の扉如が［すう。ここで入 Ii}: 1 lfil ~衝突て要足疋すぅ碓幸，

1/p x $/D ＝泣／Ar x ［以E-広）J4- i
ZI言命哭孜， A心r.Q.~戸"1, I "£_)古平均叩応五い—, E心む訂江叶 IL
兵ーであリ， S 9言 Ko..函』←ー心であう e しでがフて D/,S，ま令正＾池教との同
ぃ直鯖澳屁炉粒こす 3)”ててある。反茄系に）および14)K あ Il て／収孝比 0わ／qy)
ぃか^(V)八皿） It t令 1：：：因加）逆改 K 対し直繕、関伸豆す。すばわち励起cも炉By
から生す~ CH2.CHCH炉Bv)なまT:·力‘なり励起 L て古＇り、ひきつつ｀ n て D4 が起フて
w ると芳えられる。

一方反蹄itoBr の直瑳岡環及和で｀生ずう生八‘物 1す •CHかz.CH290氏であり，介解して

ヤば＇） •CH五r を与える可能性があう。 し力＇しその杞定 9ヒした生戎物である嗅ぢー

鳴CH汽r のり璃率 1ま酎謬 l1) て｀｀ 11 生式物CllI)~ 1/10()裾康てあり，直荏用環反記の
彬雫lさ善．護す 3 ::... tか出まう。
D”3計知ヒエ ~,L ギーは 41．引 K磁／伽メと報岩寸れて、｀うが， D4につ、？ての鞍告

頌 1まなハ。 し力｀I.Jこの視滓‘の洪秀一戌帝桑后~ 17)ー結合エキルギー /l約 90Kca2-/仇ん
＜｀あり，た、， F `＇こ叶"17) J直t推吏されう。'PA.bl -e. 1バしたよう K <.I立）の収幸＜
ぱ Cー島雌心払一とし下渇令の方がぇ炉廷大き W 。さら K 全圧 100mmHo k 
布＇げる生式灼（立）： (m): CV) の比を止藤す~ t,互注予叩 lま 1 : 1 : lriてみ
3 0) k 対し）互祀系叩ーは 1 : 2含： 5 である。 しそ力万て， cべ訊sBrで尤社と

しF紐 Kl~ ，以 l拉す＇）起って＼1 ば、、とガえらい。すなわち平均即起エキ，レ

ギーは 48~90/(c4/,no£ の南 K その下部分かみるとす位定ゴれる．

砥1 辱100mmH8 心咋訊疇布 ｀：39`7立： : 
頂た召 l1) 臣庄和Z)

CH390貼 0.02. 9 o.o'15 

c.-C3Hf~ o.or-,1 0.062-

•CH~呵〇ぶ o.~oo 0.862. 

反応号．（3） 及茄和4-)

0.040 0. 035" 

0.1...,1 0.151 

o.ry~q 0. 31 3 
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ぎつづそ D4を起して＼'~

と角之；れ，平均麻起エ
示、しギー ll 10K遥／仇ば

上A ..t.であ；と推定ざれる。



2 B 8 ゃ"'B~ -CH11-およな汗溶r- CH斗系にお＼↑る
穂 A ズン反元 1C よる}ii) 4豆砕効果

東北大扱理研 ／＼木羞男 0 迩藤健だ幻

1 、 8咋ャの粒要，卜と倅胆衿 la 中向 1-: ワ．4- nS IJ)辛吟梱t芍つ励紅偉ヒ経由iる 2
貧バ巧＆行、I l ?I' I 丙ぷよびオ 2 毀の 1刃言n項率はをれそ‘‘れ 100 %、 6I o/~であ
る。 これ 1べ対し炉Br i2 —毀の舷衿で，その内初駐玲年心3 13* /0o ．んであ 3 .. 

痰芳) 1a:ささ l::. ←恥— CH牛、 112冗r1- CH牛床 l-::. る＇＂て，む、r,80、両危の点要砕

式 0 達． 9Ilこ忌®芍る 9釦豆店紗果がT口在す 3 ことを明らも‘1-:. した。 iたその効梁
Iii運向エネ 1レギー依存辰たよ‘)も熟イオン反た 1-::. ぶヽヽ1 て穎兎 I:::. 言？ゞめられた． し

ヵ‘レ-'II" 8¥"2 t sou.Ne n,.ole c.咄le とす 1, t易令両互た• I｀よる脊十ヵ→畏在す 3 たゎ紐 A スと

反f心た‘‘Itによら同位仔効果と正確，：評価す 3 ~と ,a 困弱であった。 し力‘し H喝

t souャce moL包ヒしで渇令，t累られる笠松吟 1;}. すへ＂て羨R 4 オン及応 Iこよること

力｀ら，慰 4 オン亙た 1こもヒづ‘く同\i.体効泉這討す 3 .l:.で｀これを利用す 3 ここば

社めて有弁’l' となる。 今回 l~ CH't-H'0浴)- Jば4-H咋Y 系 1こ広＇ける屯餃物収奉分序
\'::~貧 l Hte., I<.v 『ょどの添加窃効果から養を 4 オン反知くよる同位倅効果を複訂 1

3 ことを筐｀みた。

2, H~r 13 促 1 どう‘)言同製した。 一方 H門祝 1-i石要嗜に訳入1., t H 恥t京大

母 3 i? ?~-3( 転 2”t IO13刃心／sec) で嘴温， 30功あ 3 、ヽ 1-;J. bO物照射す 3 ことによっ

心~ I ~ 0)際ゞく、yその放尉揉分解 lこよる Br"2.の字針が誤わられ"f..ヵ哀笙ラィ

ンでドラ 4 ア 4 ストラプアを迫すことによって限広で‘?~. なみこ n 偽合照訂

終 3 から反応南作iで I~ ヽ分あ~ " \~ワ分とし下、 0 それそ＂れの試料fr- {1 水領之／

1--'I 1- ぅ貝‘I'I, ；桑 OI)勃わ昇 la 全て HBr/ CH牛 e 1-;. l む‘0、 l I~, 1 た全圧 e 660 11tm H3 

とー足 1= i床つて行なった。 圧力効果のを酸で Id-叫／C.H4e 0、 I c し，及た屎圧力

如へ 1700mmH3 の貶囲で｀ft-, r-. 試料 lit索温，暗所 1-:: 1,、よそ乙峙同枚正牧，徒未

と l司枯な抽出森i乍お・よながス 7 ロマトグ‘う 7 Iミとる生沢物分該 E 行、，収年t求め

た。 なよ、一溺？の該料 l~ つ‘｀ては試‘料ガ‘スの直葬ガ‘スクロマトり｀‘ラフ導入 1：よる

屯年シた足方シ~ (7:i:.ロシアン化力＇）法） lくつ"てt棺訂しで。

3. iす｀有寂収卑る、よな各生荻物 I~ 茸IJJ神出ttあヽこ C‘‘ た．ロシアン代力、） i& Iこよ

3 影稽t椀討した括呆， 両店 l'- よ 3 lh 辛直 l~ 1t菟\;1:謀められなかった。 3 T＝収

年 1: 吋 1 3 厄p効呆り文わられな b‘., r~ 0 20 ..... B卜のオユ莉拉翌，卜生併底移 1, ふ，）

て＼各 6 / ％が内函肱投t竹うの Iく打し，｝＼ 39 °I• l;I.. 3 ワ keV Y 埠粒法 1こよって，

后1J足c 柵吟しgo,-Br となる。 :: ＂際”"た出によ.,て C弓桝 K 十えられる泥向こ斗 lレ

1‘‘ ー 13 ぶとそ 10-2. e寸であ 3 カ‘ら，：：れ 1くよ 3 'it苓納的果心将、視I,.う 3 。 か卜故
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ート〇枯東ほl""りにも℃づ‘<4t.浮的約鼻 I~ 次の 2 っ,:.今げ 3 ことガー出 1 3,、
？元ess CA) …••ヽ—.m忌？卑禄 + 1 7 吋 r 緑杯出 (,'・／~)

pro匹 (8) -------·内名戌滋 十 内新麻涯 <.、I'/o)
厄匹 CA) I：：ぶる l2 年 I~ IOo 0/。内舒阜禄 1＝よってt専られもでn紐の収卑 xo、 39 1＝苓

し、‘° 回 19 :z.,-:. U'lt+ボ炉ふ る、ぷし‘‘CH← +Pぶ長 1＝汀す 3 H ＆洋 m 紐来t手した。

Iii l Ii工tJ}"方滋で‘得でpmt.ess C.B)Iてよ己毛ので賎祁、9C しで毛のであ＇），該店

1j. Ii¥ \-ij:（れ効果が屁庇i tことが訳められ~. H c.t =o""うで 1a 吋r 民で｀ lこ CHふ＞
叫軒であるの 1：：打し 90沼.,..(py-oc.ess.c B)) で‘la c由恥~c..厄恥でみ、） / a たpro c.essCB)

で｀しi m恥£ し rとらしで｀呂＊呈 7 う？ション 1艮茸のボわか茎 L‘‘3 しい。 1 F Kr 

和D袖渫の同社 0 裕莉峠果がらprocessCB)1こよ 3 庄放杓 li慈ィ T ン瓦たのネによ-,

? tゃぅ 2 れる。 lI iか唸r のナ 1 玲駆衿で生紋可｀”:イオンが反応す己＼＜学

｀る時向か中向面底レベ＇V のみ合（ l ｀ lmo•9 的）よ＇） t呆ぃ品ら， 3l でつつーく内籾絃我

I[ 1 れら 4 1 ン C 絆がり電荀 I~ す 3 。 ¥,. tがってこの渇令詈2..Br- I:同謀くのイに＇厚的

稔泉が削t奇され、~\"知果tキえ 3 に至らな Iヽ也のヒ去とられ 3` ―拍 1二和

煎わ秀·,tt考的秘券 1 1- 10-, ~ l 0·10 竹；IJ-内 1-:. 史鯰 1 しミとがら， ll っ↑c し中内レベ IV i• 

屯奴｝りt十し 3 1 のと 15 iられる． こヽで ~I t ~戻＜内初転浅,::.とモなうク→コン反

證て心宝 I2 邑勤エ:f- Iレギ‘- tふぇ rよ＼ l 心， el のこう Tょ I!tな祁t取って 11 3 ヒ 9

ると， ンf) t,1$令 e それ力‘らの 1亥愛位仔卑衿し::.よる At浮紗各ヵ呆 11-釦bY のt5 令と同祖

に 9 3 t n と杵住奉それら。 己歪唸： とし由，雌ャ\::の A オン一分｝反応で｀宝れ1

3 心令C.oll:s 、'on complex で中国レベ‘1レでの生放物と甚えると、JI 吐恥私屡小宝停駆
衿で｀わか 1こヤ lさヽ）ウ‘rと‘)の逹勧工 ~Iレギ'-と詩っ，＝至，），茉賊知呆t祓哨しえなり。

今ミれら0)年iが 0 元命ぁ、よな‘禾東毀

の各件（紅）なしヽを~ A,,::.入れ 3 と，：：れら

イズンt中 Iゞ 1::. 房クi固，，分 3 c 令よ‘””―
の形芥そャ Ip茨込られ 3 。 このとうな

＃で了l さ桧＜叫r I3 蓬わェ ~Iレキ‘- t取

得~ 1 1: 至らす＇I l-f::. t,i再危な P 応 13 7 

ぅス？ー内で｀年行し／ w己ess c8) 1＝な ll て

畠沸与 1 ラ 7 ン 1 `／の収卑ヤ ~r 鴬，こ下で
\ 1 ::.とも，：：のとうむ立雑tえぇ 3 こと,~

ふ.,て設明で｀で 3 かたしれない。 しか

し::-fl ~}rふ 4 オンークラ1 ターの初祝古

tし｀I/う 19- 田11) 71..た 1-:. っ、，て 11-打日の

屎が勾く｛今 1隻の討綽な視も1 バ↑-::.れら
* 

-0-：万哀収卑 ー0ーミC.Hふ恥

-A.ーミc.HtBr -()-: CH：＆改 —'/.ー：吝沸桑フラクション

4 トー゜ 。 ゜ 参 ._,王;:-~罫;rI
収 2 [\。\、//0'9/

: 0 :  

....,, 4-←一―•一0

二三0 0、2 oAｷ 0̀b 

出上呪ナ

lg,こ

評“e岱<B)!

1,  i 
p‘, .'‘ 

し
•V 

ヽ
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以奴係1牡ぷ恥紀）チケレンの碍
2 B 9 

蛾祈 釦ね玖＊． o紅美咽・輝術房

（鉛釦恥］ 惟知軽IZ ぷパ知らがそヽヽるぷ>; I：：：，固係虹釦滴電籾
紅，も叩環l嘴終づ輝戒如鰤俗各傷いかぎおクず。シのぶ心螂
l社珂這窪霊直後.,)の A -1'ン如：：：クヽ＼ 1 I :::..,¼t各な，揺廃るつくyヤずの
区れィ、、か痢濱沿ぷが‘憐跡もつくら俗のか‘ゎ化ヽヽ珈筍シつぎ，＂仇‘‘札
鴎酎硲も＼令ヽ）イしらベイき化。乙幻‘‘点，／氣ぷ射讚z歿v冴勿営かう須油
砂和］砂レン 1:::::. クヽ}-1. j.にかづ咲釦贅l~ つヽ＞ 1椴幻’る。
点リ砂レンふぷ，シ札ま£‘tJ)籾咽そ‘‘V‘ がれも、囃船硝箱］じ愚液I低クバンルぷ
見汀t釦d)と~とか），壺射叫釦沙口分‘vヽ乙 A イン4比が兒られ矛，き釘貨碕面が
ぁ碍浚化召砂り炉 lインルが知りり l：：：各る~とが加‘った。ニ
成1>滋知‘釦紐が，区 l：力の檄緩仄ヽ9 位屁欲か繹鱈俗った。
（ガ戎J 祀終紐勒進店‘系リクケレン＼ぷノ没径l瑾相譴雑危もの心砂ク
燐紅び，吃如賓ずもかとつの恥紅げ）心しィ，如ぱ差る吸沿ざ必
“リク砂ンロロ拉ク沼＾ぎばう。ものぷう移ばリチケレンか滋討知
輝ざ屯ノ d島‘ヽ卿ぴ店賛‘ぷり疹し‘‘もイイン Iグクヽヽ-t,ペルス祈漱:1!~、‘1:::;
ぷ碍噴分叩わ‘頌の，輝凍翻疇窟し幻《 東 1
リ砂レンク‘ウ多ずる」イル必裟，旅貿し化。炭以課l2Xわれ／づ‘タンとチ
ィ凶水差乙してば礼グ｀タンおぷが‘クケレソt便）羽レ ケレ沙‘ら(J) A~ ンク／ク
た o汲沿童履牙いしィ，パ巧翁内へ導メず配炭
i訊：知匂此），巌心屁／ク,;;~ 1:::; げ~.,,,.'J M/e 瘍為
濱数：和む紐叫もしらべた。 B~ l 6 • c2+ 

叫J 炉ク｀タンも吸知五点屁ケレン-t.J CH2+ 

印逗憩射し匂“釦凪＇ I吋もウ礼わ A イ沙°／ク B-2 

＼む済、あ咳。か乞チケレン虹吸沿さる¢効合-{ B-3 

\a2糸あった。心泊知紐心屁繹も吋 B-4 

B--I, 13---2)‘‘、お‘¥が6--I) 巨／ 2 とする。 B-5 

屁／ク l,:;. ク＼＼そ，介祈杉舜7もあやえゐ刃）レ＇雹池
叫砂彩汀t紅／eパ瑾祇も象j_ l嗜した。
B丑/, 8-5,e-2 を1よ，繹能t加洛とイ E-1 

かン研重砂池＜ぢ力の 1` ，多針叡恥啜淀した。 E-2 26~28 C見 n
* 我所紙 ト一つクダッシ林氏‘会池

8
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図 1 ~,1(/) ガ次庇肱和ぷ埼介） 図2 丘 -2 のガ‘‘ス氏肱移厖（抑JJr-)

む乞}ご/”バ玖紅l／？ヽヽそ li如し1. E / 1, e.,.. 2 のあらも冴れ吃｀
“1 ，鱈：：：系し化。測定し嘘虹彩釦 Z)(10久'5 x,  10/行。 rr で、いぷ
10/6forr yA位）丘‘(j)グノクも A イ汲喜ぶずく烙く，記紅蒻測知Iむ象
”とめ象0‘ っ化。／祈， 3 /V 4-X 10.,,行。rra‘麟噂叩ガ必 I~ じめ知必／ク
(B --‘l I B-2 /巨 -I) があも 1ま分‘＼ぷ，乙／クの釦 lぅ叩 bむ虹雌
吐汲釦畜脅 o
繹I~紅暉（約臼月）直討係疇伶レ，以絣滅ぶ<t凌~ re.禾°リタ砂

ンt A かン議拉彦喝釦J l釘，ら Hわ淑種I叶知叶化。
（か熱J 釆リチケレ沿祐駐朽‘‘，以、燥 1-::: ぷ 9 ヽ灰¢§彦合も切浙·”“ク‘ら
飼頌っ碕分が，吸浪今拉し 1, も位喝碕l：：：：ある可能性氏愛鉛(/)もの
む）祈ク‘＂，ざ‘)夭ぎりクとが諷ざれて＼ヽ 0 。臼／レン心.r'1ft'紅同裟祝淡毛
釦ももクイかンが‘t｀ぎて、、力ぷ，炉グタン1項もの¥う移 4 インは兄り札ずヘ
介今ぷり浚差怠和）ずく心げy(f)みがて＾ぎて、ヽる。翌鮨昨ぷ長く¢わ I／つ
れで吸麟’’＼ぱ郷パ疹銹へ匂浚Ae" そ刀あち”‘＂，クの位ば介恥駁
砂江信1咋惹打る。心和臼幻知し心‘‘’,i id" /淡4江知釦1 を垢
紅這釦パク乙 Ia 紗疹しそ＼’b 。吃クそ‘‘，，、唖知濾ん拶飯祖‘‘ほし刀ヤ(A
ゎ叫ぶ見られもいう恣）多いレバ疇応，将翻哀ふ此知尋
料ぶ釦汲？夭ぎ< a数ぷ和移＜，心がそt＼ヽさく歎が多く各もクととし 1翁留
ペカが，知‘什心）印成11"1よま彦礼／グダ‘/ 1項：し心い后のものと芯れ札な o
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2 B 10 コ Iぐ）レト針体中 1ミ於ける元o-EC絨熾叫紅i刻麦

（都立大冦） °丈沼歓吼 仇野憾紋

1. 緒言
S7 (.。-EC 崩壊にお．、、 1 生成する ”Fe- 0) II"脳ば這’の研良 l丸メスIゞウァ

ー介光滋苫 l利"‘濱ぽわれ 1 きたか，いわゆるイオン条す品社コJゞルト化合物か
勿く扱われ，知項姐令的コバルト外体についての苅克 It比較約ヽJiなヽヽ。 またノて
れうの中でも中 I~合属に直楼釈イ立した如狂がい専的も書 I~ ついての研知戒丸
されてい 3 ようであ 5 。今m 租告 T は，沖 2 訛位困9 イオンが中 I~全属9核変
検I：：隆 L てぃ‘‘のような彩嗜tもっ1J‘t l 5 I¥̀ 31目的t [57も (N出）山 (C山），こ
四。 (Nl·h)6 J( NO山のメス lゞウァースベクトル名測克，J比較した。これ 5 り絃采
を伐来の古典的お知｀月該されたコノぐ Iv 卜鉗体の大ットアトム牝，咲の糾是およ
び，放射舷札滸的研れゥ蛉条乙比簗し核討した。
2. 史験
〔57 し。（郎）ふふ 0山の合成 灰。の希塩酸洛液に 1 2, 0,.,.3 の C 。C. I召比0 を椎体

X してJJpん，設知り方法t少量合成 la連するように菟千表もて令な.,和J Jゞ IV
トt曳全に＾キサアンミ羞体にす 3 ために，産気酸にい免 1逗入す 9 虹 I: ア
ンもニアt裟入した：：：こてノ；尤；設も伶滋；ざtるために、 出 6 に詞節した Hふo~­
kふ 0心細疹液這ヽヽた：：てか棧準的合成虹‘らの袋ゑ点， 1^ ある。
メスパウァースベクト Iv り測史上言eの化令物丑き品t液体窒告温度 l遺印し
瀑況 l：：した。吸収体に 1本 ”F.(. tぅ鬼縞 L たステンレススチー IV (3lo) を文加廷
度方式逗勧さt 1 用いた。マ 11..i今ケャンネ 1レ渡紅糾絹知 V ic.t reen ネ巧 PlP­
やOA で1更I用した。逗哀 9 枚量たり媒汲乙してg金中 9 57C。 1 誠灰体 Ii.tさ巧
ステ;.レ又スケーヽL.,で用＼、た。

3. 怨是窃•よ 1r^ 秀襄
~1 が（”ら (NH3)山（ら 0ふ ') I ⑲ 2 が［呪。 (N恥）』（ NOl)3 "J j.ス Iヽ・ウァー

ス｛クト lし 1＾ちる。シュウ酪塩楕似：：ば／碕蔽堀釦紅 11 t: t...が見られちヽヽ／ は
っをりした 24るり鉄1~ よるビークがみtめ 5 れる。これが EC 後這如条．の呉奪駿
幻燻1‘ちリ，先に \(.3 [ C,。 (C山）3］のメス／＼•`ウアー又ペクトルが麻洗され， 1/)0y。
近く屯占める Fざの存在 l太／“太、ット配鱈気），0)下てのシュウ駿I-: よ 5 退元4臼
に＇）いtられて＼'"3。 シュ切i笈とコバ Iし卜乙り闇 I:. 紐がが存在す;'Z., ”)逗元
作用 lt‘‘くぶん弱ゎ 5 木ぅ 1‘‘あるう＄ m消環Jざれていたが，今国が没）幻謀I不そ
人t考足 1 3 8 のでち 3 。

-1 2 8-



先に、 S1c。t中 l｀にもっ叩王ち
化合物厄＞\,\て／ ］媒虹 1~ よる
cJt生成の G4直にも，（I)

オクサ・ラト鈍*>ァンミン
鈴柊シュ切駿福＞アンミ遺
件烙駿羞
乙ヽヽう籾があり，今＼印0)釦験

妓知じ対応屯 L て＼ I ~ ",0 繕
彗i丸 E C 餓緩峻の 19 太、9 卜な
淫囲俣＇汀，噌み0)幼雀iか逢元
1"t私達す 3 こして飯l3片がっ Iナ
られ 5 。

また．呪素輝o 中仕｝照紺
條に生す鴫 1 6• c.ぎ 9 右在比に関す
3 杖告や(~.3) 只 Co (a、 h)虹沙

変検像り戸Co凶の存在にかんす 3
槃告か 3 も同様1 位棗が見允だも
む度検す 3 様の影蟷邸， Ii\
固のイしい的i渾．に弦く伶店して b
て、紋知庚の植類 R は ll 't.人 4"も
饗忘う 1t怠い季 Irわかる。ま冗
が船這り砧柱みやイオンも板
変撥の療叫心的勧泉＼こ十ケ翡ふ
して＼ I l 争が沿正さ小 3 Q 

(l). H. SanoI N. rl&tsub‘”, N, 5叫。
｛心． N.S叩o, T. Tomi n守 1 H. Sc.no 

la). N. 5... Ho、 H ふn,, T. T。 mi 111-3"' 

-1 29-

図 1.(”Co（郎）6よ（ら0山 （地城・乃゜K)
メス lゞ切ース1\.カト1し科兄筍

即．（沢。（叫）、］（N03)3 e,:泉｀，尻•71°K)
双ハ疇ウァー入ぺり卜IV札麺

B.,.11. Chem. ふ．Jヤ・廷／ 333(l i65). 
J. lno"'J. N"'d. Ch~rn. 益， IS3~· (I 祁 2).

Chel'I¥, & lnJ 且廷、 IヽH.



叩s吐知訊し今史和：：よ 3 遅合源打価化合めの研免
2 B 11 i'i報倍(1[)欽（証）フッ化渤I)研究

（庚た理） 0~井品秀 奮永俵

紐庶｝螂麟 Ii,原が配み9\"異な 3 固ー亙ナ 9r1 舛中に l印峙1こ存在す
訊今和であり， ＞スが‘ら 1 佐叩虹ヽ色と出す化令~tして知 5 れて 11 Jヽ＼う
原が函の要n ，た簾}(/)1 " "1 の雌こ誠B'I L て碍3 こと I1-'潰(::暉で
訥 3. L9‘l, X スパウで一今炉豆用いれ 13"1 蔦違l洟 l’’ で共璃吹骰の位量
心化 L, l た，収収知＼゜？卜 Iヅ冷殺の大奴かわ各々 n雁｝知，杖の 3
ch,, d)喩手(I) mi紐a どに 1月す 3 情報9ヽ，得られ 3 。このよう h 巣与、 9\ 9, 令＼乏
(3,”’‘ う避合歴が訊麟として b5 れて"ふ緑の 7ッi⑮ lこつ 11 で、研
＇兌と（T なった．

［喰喰1
Fe1[虹匹叫0蛉hla, &紐“；のす法を殊方（勺茂 L た。1) 糾澤I：：元

釈 L た 47。フ・ッ 4い濯樅落痕l：：：紋粉乏 m之， ）l(. 恣J::で1)/1払可ふ）K素の禎逗"/)\"
翌口噌1.. ／上悉夜を珠取 l, "で＇を哉中に放蛋すJ. i囁 1匂後，祈出した黄
褐色心晶1>ヽ／応 Ft· 7HLO で｀あJ。 以人も粉舛 L1 (OO °しお知｀．，＂条液十
？｀＇之峙向加釦1" 3. l, 茨赤い翫であ 3/ 哀』i• 3H心爪だと衣、すふこれ
”対叩，＂石＼よ a.. 9 詞む蚕嗚じ， X ;z f＼乃 7-パ 9 卜 Iしを該l:t L そ
。ス＼° ?卜（1 メーター（る，日立(/) AA-40 型項用 l r.::::。また，Jれ 5 渭釦
鐸l 'l I 以下のすえにわた。2..価の保 1も 砥0牛憬率訊没督 l た。全厳
IJ I ヲ＂a- シス＂違這召いえ lた後，叩04-帯準訊 7為走 l た。 Fn 定量
ll, 化合m S'0との存石戸'c外 c 出 S0 <1- 1‘紐 L/ Hぶ'Fヽし l ? it蒸註
泌と (T TJ l9, N叫炉訊？“磁総I~名（た袋， T （N0山得率稔表で蒋走した。
“栢巣じ宕栴］
研同q果 9ヽ 9, FさF<m. n•7 出OA ta:]西勺「e直囮•3H辺 9\• 生布 l て II Jしぎ
之¢れ 3 。国（こ，茫虹匝 71-lベロ／戸即国・叫0 d) I"べ牙れ液坪室
栢温度＆いを釦＂Pl X ス l\t1 ウ了ース'\° 9 卜，吐市、す． 1~ 中に、 Fe0)逗．“.. J 
“面に対肉•T3 ぜーうの位逹：乏 m す。 氏2..fl..t-、 7H召）についで IJ I 茉体咆希魂危旦
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